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は
じ
め
に

　

難
民
の
受
け
入
れ
に
関
す
る
負
担
及
び
責
任
の
分
担
は
、現
在
、難
民
問
題
に
お
い
て
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

二
〇
〇
〇
年
か
ら
一
八
ヶ
月
に
わ
た
る
「
難
民
の
保
護
に
関
す
る
世
界
会
議
」
を
開
催
し
た
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（O

ffice 

of U
nited N

ations H
igh C

om
m

issioner of R
efugees. 

以
下
、
U
N
H
C
R
）
は
、
二
〇
〇
二
年
に
そ
の
成
果
文
書
と
し
て
「
難

民
保
護
へ
の
課
題(1)

」
を
発
表
し
た
。
そ
の
中
で
、
多
国
間
で
の
参
加
や
協
力
に
よ
り
利
益
を
生
み
出
す
可
能
性
の
あ
る
問
題
や
活
動

を
取
り
上
げ
て
、六
つ
の
目
標
を
打
ち
出
し
た
が
、そ
の
一
つ
で
あ
る
目
標
三
は
、「
よ
り
公
平
な
負
担
・
責
任
分
担
と
難
民
受
け
入
れ
・

保
護
対
応
力
の
強
化
」
で
あ
る
。
で
は
、
現
在
、
よ
り
大
き
な
負
担
や
責
任
を
負
っ
て
い
る
の
は
ど
こ
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
形
で

そ
の
負
担
の
分
担
を
行
う
の
だ
ろ
う
か
。

　

ア
フ
リ
カ
の
大
湖
地
域
は
、
世
界
有
数
の
難
民
流
出
地
域
と
し
て
知
ら
れ
る
。
大
湖
地
域
を
構
成
す
る
諸
国
は
、
ブ
ル
ン
ジ
、
コ

ン
ゴ
民
主
共
和
国
（
旧
ザ
イ
ー
ル
）、
ケ
ニ
ア
、
ル
ワ
ン
ダ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
六
カ
国
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
難
民
を

あ
ま
り
生
み
出
し
て
い
な
い
国
は
ケ
ニ
ア
と
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
み
で
あ
る(2)

。
あ
る
時
期
は
難
民
を
生
み
出
し
て
い
る
国
で
も
、
他
の
時

期
に
は
隣
国
か
ら
の
難
民
を
受
け
入
れ
る
側
に
な
る
場
合
も
あ
る
が
、
こ
の
両
国
に
つ
い
て
は
こ
の
地
域
の
主
た
る
難
民
受
け
入
れ

国
と
し
て
の
役
割
を
長
ら
く
果
た
し
て
き
た
こ
と
に
異
論
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
に
お
け
る
難
民
流
出
の
原
因
を
作
り
出
し
た
い
く
つ
か
の
紛
争
は
近
年
終
結
し
、
難
民
帰
還
の
動
き
が
あ
る
一
方

で
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
隣
接
す
る
ソ
マ
リ
ア
の
国
内
情
勢
は
未
だ
混
迷
を
極
め
て
い
る
。
そ
の
ソ
マ
リ
ア
と
の
国
境
付
近
に
、
世
界

で
最
大
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
と
い
わ
れ
て
い
る
ダ
ダ
ー
ブ
・
キ
ャ
ン
プ
を
有
す
る
の
が
ケ
ニ
ア
で
あ
る
。
同
キ
ャ
ン
プ
は
、
一
九
九
一

年
に
ソ
マ
リ
ア
の
内
戦
が
最
も
激
化
し
モ
ガ
デ
ィ
シ
ュ
が
陥
落
し
た
後
、
同
年
の
一
〇
月
か
ら
翌
年
の
六
月
に
か
け
て
同
国
で
初
め
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て
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
収
容
人
数
は
九
万
人
と
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
一
二
年
一
月
の
時
点

で
は
四
六
万
三
二
〇
〇
人
が
登
録
し
て
い
る
と
い
う
異
常
な
事
態
に
な
っ
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
に
ケ
ニ
ア
の
東
部
か
ら
ソ
マ
リ
ア

を
襲
っ
た
大
干
ば
つ
の
時
期
に
は
一
日
で
千
人
も
の
人
々
が
や
っ
て
く
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
、
六
月
に
は
三
万
人
、
七
月
に
は

四
万
人
、
八
月
に
は
三
万
八
千
人
が
新
た
に
キ
ャ
ン
プ
や
そ
の
周
辺
に
流
入
し
た(3)

。

　

ケ
ニ
ア
の
隣
国
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
は
、現
在
難
民
問
題
の
恒
久
的
な
解
決
に
向
け
て
着
々
と
舵
取
り
を
進
め
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

そ
し
て
、
こ
の
状
況
の
違
い
は
、
こ
こ
一
〇
年
間
の
ケ
ニ
ア
と
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
お
け
る
難
民
受
け
入
れ
数
の
増
減
を
み
て
も
明
ら
か

に
確
認
で
き
る(4)

。
二
〇
〇
二
年
に
六
四
万
六
九
〇
〇
人
の
難
民
を
受
け
入
れ
、受
け
入
れ
人
数
の
多
さ
で
は
パ
キ
ス
タ
ン
、イ
ラ
ン
、

ド
イ
ツ
に
続
い
て
世
界
で
第
四
位
で
あ
っ
た
タ
ン
ザ
ニ
ア
は
、
二
〇
〇
五
年
ま
で
あ
ま
り
受
け
入
れ
人
数
の
変
化
は
な
く
順
位
も
四

位
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
六
年
に
は
順
位
は
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ン
、
ア
メ
リ
カ
、
シ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
ヨ
ル
ダ
ン
に
続
く
七

位
と
な
っ
た
が
、こ
の
年
ま
で
は
人
数
に
さ
ほ
ど
の
減
少
は
な
い
。し
か
し
な
が
ら
、順
位
的
に
は
六
位
で
あ
っ
た
二
〇
〇
七
年
に
は
、

約
四
万
人
の
ブ
ル
ン
ジ
へ
の
帰
還
及
び
約
二
万
八
千
人
の
コ
ン
ゴ
へ
の
帰
還
に
よ
っ
て
難
民
数
は
四
三
万
五
八
〇
〇
人
へ
と
減
少
し

た
。
続
く
二
〇
〇
八
年
も
ブ
ル
ン
ジ
に
九
万
五
千
人
及
び
コ
ン
ゴ
に
一
万
五
六
〇
〇
人
が
帰
還
し
、
難
民
数
は
三
二
万
一
九
〇
〇
人

で
順
位
は
再
び
七
位
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
九
年
に
は
一
五
万
五
一
〇
〇
人
の
ブ
ル
ン
ジ
人
の
帰
化
並
び
に
三
万
人
の
ブ
ル

ン
ジ
及
び
コ
ン
ゴ
へ
の
帰
還
に
よ
っ
て
、
難
民
数
は
一
一
万
八
七
〇
〇
人
へ
と
激
減
し
順
位
も
二
一
位
と
な
り
上
位
一
〇
カ
国
か
ら

外
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
の
数
字
は
、
二
〇
〇
二
年
を
基
準
と
す
る
と
八
三
％
減
で
あ
る
。

　

他
方
で
、
ケ
ニ
ア
も
難
民
受
け
入
れ
自
体
は
長
い
歴
史
を
も
つ
が
、
受
け
入
れ
人
数
が
上
位
一
〇
カ
国
に
入
っ
た
の
は
二
〇
〇
八

年
が
初
め
て
で
、こ
の
年
の
七
位
で
あ
っ
た
タ
ン
ザ
ニ
ア
と
ほ
ぼ
同
数
の
三
二
万
六
〇
〇
人
を
受
け
入
れ
、第
八
位
で
あ
っ
た
。
ち
ょ

う
ど
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
と
入
れ
替
わ
る
か
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
九
年
は
ケ
ニ
ア
が
三
五
万
八
九
〇
〇
人
を
受
け
入
れ
第
六
位
と
な
っ
た
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が
、そ
の
増
加
は
主
と
し
て
ソ
マ
リ
ア
か
ら
の
人
の
流
入
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
に
も
ソ
マ
リ
ア
か
ら
の
流
入
が
続
き
、

四
〇
万
二
九
〇
〇
人
と
な
り
順
位
も
第
六
位
と
な
っ
た
。
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
国
と
し
て
は
、
こ
の
二
カ
国
の
ほ
か
に
主
と
し
て
中
央

ア
フ
リ
カ
共
和
国
と
ス
ー
ダ
ン
か
ら
の
人
を
受
け
入
れ
て
い
る
チ
ャ
ド
が
二
〇
〇
五
年
以
降
二
〇
一
〇
年
ま
で
、
受
け
入
れ
人
数
が

八
位
、
一
〇
位
、
九
位
、
六
位
、
七
位
、
七
位
と
な
っ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
東
ア
フ
リ
カ
地
域
に
お
い
て
は
こ
の
一
〇
年
タ
ン

ザ
ニ
ア
と
ケ
ニ
ア
が
主
要
な
受
入
れ
国
の
役
割
を
果
た
し
て
き
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
立
場
が
近
年
逆
転
し
て
い
る
こ
と
が
、
上
記

の
数
字
か
ら
は
理
解
で
き
る
。
そ
の
変
化
を
説
明
す
る
一
つ
の
要
因
が
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
難
民
政
策
の
変
化
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

タ
ン
ザ
ニ
ア
は
難
民
受
け
入
れ
に
対
し
て
積
極
的
で
あ
っ
た
時
期
も
あ
る
が
、
経
済
状
況
の
悪
化
に
伴
い
難
民
は
負
担
と
な
っ
て
ゆ

き
、
そ
の
負
担
の
軽
減
の
た
め
に
国
境
を
閉
ざ
し
た
り
、
国
際
社
会
へ
負
担
の
分
担
を
強
く
求
め
る
方
針
を
表
し
た
り
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、先
に
参
照
し
た
難
民
受
け
入
れ
総
数
の
上
位
の
国
の
中
に
は
、欧
州
の
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
名
前
も
出
て
き
て
い
る
。

ド
イ
ツ
が
そ
の
一
員
で
あ
る
欧
州
連
合
（European U

nion. 

以
下
E
U
）
も
こ
れ
ま
で
比
較
的
多
く
の
難
民
を
受
け
入
れ
て
き
た

地
域
で
あ
る
。
冷
戦
中
は
西
側
が
東
側
か
ら
の
亡
命
者
を
歓
迎
し
て
い
た
が
、
冷
戦
終
結
後
は
バ
ル
カ
ン
半
島
か
ら
の
大
量
の
避
難

民
を
は
じ
め
そ
れ
ま
で
と
は
違
う
種
類
と
規
模
の
難
民
が
押
し
寄
せ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
ち
ら
も
や
は
り
難
民
受
け
入
れ
の
負
担
と

責
任
の
分
担
が
政
策
課
題
に
の
ぼ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
E
U
の
政
策
の
中
で
、
負
担
分
担
の
た
め
の
役
割
を
担
っ
て
く
れ
る

た
め
の
第
三
国
の
一
つ
と
し
て
は
じ
め
に
名
指
し
さ
れ
た
二
つ
の
地
域
の
一
つ
が
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
自
ら
が
難
民
受
け
入
れ
に
つ
い
て
負
担
の
分
担
を
求
め
る
側
に
も
な
り
、
ま
た

E
U
の
負
担
の
軽
減
の
た
め
の
役
割
を
期
待
さ
れ
る
側
に
も
な
っ
た
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
焦
点
を
あ
て
、
同
国
の
現
在
に
至
る
ま
で
の

難
民
受
け
入
れ
政
策
の
変
化
と
難
民
法
の
特
徴
、
E
U
の
政
策
の
影
響
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
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現
在
の
最
大
の
難
民
流
出
地
域
の
一
つ
に
あ
り
難
民
受
け
入
れ
に
お
け
る
大
き
な
役
割
を
長
ら
く
果
た
し
て
き
た
こ
の
国
の
状
況
を

分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
の
難
民
受
け
入
れ
問
題
を
考
え
る
際
の
重
要
な
視
点
、
す
な
わ
ち
、
難
民
受
け
入
れ
に
お
け
る
負

担
の
分
担
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
の
一
つ
の
視
点
を
提
供
し
た
い
と
思
う
。

第
一
章　

タ
ン
ザ
ニ
ア
の
難
民
受
け
入
れ
の
歴
史

初
期
の
オ
ー
プ
ン
・
ド
ア
政
策

　

イ
ギ
リ
ス
か
ら
一
九
六
一
年
に
独
立
し
た
タ
ン
ガ
ニ
ー
カ
と
一
九
六
三
年
に
独
立
し
た
ザ
ン
ジ
バ
ル
は
、
一
九
六
四
年
に
タ

ン
ザ
ニ
ア
連
邦
共
和
国
を
形
成
し
た
。
同
国
は
目
立
っ
た
内
戦
が
な
く
比
較
的
平
和
で
、
独
立
前
か
ら
近
隣
諸
国
か
ら
の
難
民

を
受
け
入
れ
て
き
た
と
い
う
歴
史
を
も
つ
。
一
九
六
四
年
に
難
民
条
約(5)

に
加
入
し
、
初
め
の
難
民
法
は
一
九
六
五
年
に
作
成
し
て

い
る
。
一
九
六
六
年
に
採
択
さ
れ
た
難
民
議
定
書(6)

に
は
一
九
六
八
年
に
加
入
し
た
が
、
一
九
六
九
年
採
択
の
ア
フ
リ
カ
統
一
機

構
（O

rganization of A
frican U

nity. 

二
〇
〇
二
年
に
ア
フ
リ
カ
連
合
と
な
る
。
以
下
、
O
A
U
）
難
民
条
約(7)

に
加
入
し
た
の
は

一
九
七
五
年
で
あ
る
。
独
立
後
す
ぐ
に
難
民
法
を
制
定
し
た
の
は
、
当
時
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
流
入
し
て
い
た
ル
ワ
ン
ダ
難
民
の
入
国
や

国
内
で
の
移
動
を
制
限
す
る
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た(8)

。R
utinw

a
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
難
民
の
流
入
は
大
き
く
六
つ
の
時
期
に
大
別

で
き
、
そ
れ
は
、
○1
一
九
五
九
年
か
ら
一
九
六
二
年
の
ル
ワ
ン
ダ
に
お
け
る
「
社
会
革
命
」
に
よ
る
ル
ワ
ン
ダ
難
民
、
○2
一
九
六
〇

年
か
ら
一
九
七
〇
年
の
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
（
旧
名
ロ
ー
デ
シ
ア
）、
ナ
ミ
ビ
ア
、
ア
ン
ゴ
ラ
と
い
っ
た
ア
フ
リ
カ
南
部

か
ら
の
難
民
、
○3
一
九
七
〇
年
代
の
ブ
ル
ン
ジ
難
民
、
○4
一
九
九
〇
年
代
初
頭
の
ブ
ル
ン
ジ
及
び
ル
ワ
ン
ダ
難
民
、
○5
一
九
九
四
年
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の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
後
の
ル
ワ
ン
ダ
難
民
、
○6
近
年
の
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
及
び
ブ
ル
ン
ジ
難
民
、
で
あ
る(9)

。

　

初
代
大
統
領
の
ニ
エ
レ
レ
（Julius K

am
barage N

yerere

）
は
、
ウ
ジ
ャ
マ
ー
社
会
主
義
と
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
思
想
の
下
で
、

難
民
を
寛
大
に
受
け
入
れ
て
き
た
。
前
者
に
関
し
て
は
、
建
国
後
、
社
会
主
義
と
独
立
独
行
（ujam

aa na kujitegem
a

）
の
原
則

の
下
、
ニ
エ
レ
レ
は
一
九
六
七
年
に
自
給
の
た
め
の
食
糧
と
現
金
作
物
の
両
方
を
集
団
で
耕
作
す
る
ウ
ジ
ャ
マ
ー
村
国
家
を
目
指
す

農
業
政
策
を
発
表
し
、
国
民
を
強
制
的
に
移
住
さ
せ
た
結
果
、
一
九
七
六
年
の
終
わ
り
ま
で
に
は
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
本
土
に
住
む
人
口

の
七
五
％
に
あ
た
る
一
三
〇
〇
万
人
が
ウ
ジ
ャ
マ
ー
村
に
す
む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
受
け
入
れ
た
難
民

も
そ
の
体
制
の
中
で
一
定
の
居
留
地
を
与
え
ら
れ
暮
ら
し
て
い
た
。
後
者
の
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
主
義
に
関
し
て
は
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
は

O
A
U
解
放
委
員
会
の
本
部
を
ダ
ル
・
エ
ス
・
サ
ラ
ー
ム
に
お
き
、
植
民
地
支
配
や
白
人
支
配
に
対
し
て
闘
っ
て
い
た
近
隣
諸
国

か
ら
の
難
民
を
広
く
受
け
入
れ
る
役
割
を
果
た
し
た
。
南
ア
か
ら
は
約
六
千
人
を
う
け
い
れ
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
か
ら
は
一
九
七
二
年

の
時
点
で
は
五
万
人
を
受
け
入
れ
て
い
た
。

　

独
立
以
前
の
上
述
第
一
期
の
ル
ワ
ン
ダ
難
民
は
キ
ム
リ（K

im
uli

）と
ブ
シ
ュ
ビ（B

ushubi

）と
い
う
居
留
地
が
与
え
ら
れ
た
が
、

そ
の
う
ち
ブ
シ
ュ
ビ
に
関
し
て
は
、
政
府
が
、
人
口
減
と
そ
の
結
果
の
経
済
活
動
の
停
滞
へ
の
対
処
の
た
め
、
ツ
ェ
ツ
ィ
蝿
、
ラ
イ

オ
ン
、
野
生
ブ
タ
、
羚
羊
の
住
処
と
な
っ
て
い
る
灌
木
を
難
民
に
除
去
さ
せ
よ
う
と
し
て
そ
の
地
を
居
留
地
と
し
て
選
ん
だ
の
で
あ

り
、す
で
に
ム
イ
ェ
ン
ジ（M

uyenzi

）キ
ャ
ン
プ
で
住
処
を
建
て
土
地
を
耕
し
、い
く
つ
か
の
施
設
も
つ
く
っ
て
い
た
難
民
た
ち
は
、

そ
こ
に
移
さ
れ
お
互
い
に
孤
立
し
た
土
地
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
不
満
を
感
じ
て
い
た(10)

。
難
民
の
中
に
は
、
ル
ワ
ン
ダ
に
帰
還
の
日

も
近
い
と
い
う
噂
も
流
れ
、
裏
切
り
と
も
と
ら
れ
か
ね
な
い
定
住
へ
向
け
て
の
移
住
に
は
後
ろ
向
き
の
空
気
が
あ
っ
た(11)

。
そ
の
上
、

定
住
事
務
官
は
地
域
住
民
の
自
発
的
行
動
を
尊
重
す
る
こ
と
な
く
自
分
の
意
思
を
押
し
付
け
よ
う
と
し
た
の
で
、
居
留
地
の
運
営
は

う
ま
く
は
い
か
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
U
N
H
C
R
と
タ
ン
ザ
ニ
ア
政
府
の
協
議
に
よ
っ
て
、
ブ
シ
ュ
ビ
の
運
営
は
一
九
六
三
年
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に
赤
十
字
に
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
赤
十
字
は
運
営
を
任
さ
れ
て
い
る
間
、
地
方
政
府
が
政
治
的
な
介
入
を
行
わ

な
い
こ
と
を
主
張
し
、
こ
れ
が
、
外
部
機
関
が
難
民
に
影
響
を
受
け
た
地
域
で
政
府
の
統
制
か
ら
自
立
し
て
活
動
を
行
っ
た
初
め
て

の
事
例
と
な
っ
た(12)

。
そ
の
後
一
九
六
四
年
に
赤
十
字
は
ブ
シ
ュ
ビ
の
運
営
か
ら
離
れ
た
が
、
タ
ン
ガ
ニ
ー
カ
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
レ

フ
ュ
ジ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
（Tanganyika C

hristian R
efugee Service. 

以
下
、
T
C
R
。
ル
ー
テ
ル
世
界
連
邦
（Lutheran W

orld 

Federation. 
以
下
、
L
W
F
）
の
関
連
団
体
）
が
そ
の
跡
を
継
い
だ(13)

。
同
じ
年
に
ザ
イ
ー
ル
か
ら
移
さ
れ
て
き
た
ル
ワ
ン
ダ
難
民
の

た
め
の
居
留
地
で
あ
る
ム
ウ
ェ
ジ
（M

w
esi

）
の
運
営
の
た
め
に
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
政
府
・
U
N
H
C
R
・
L
W
F
／
T
C
R
が
三

者
協
定
を
結
び
、
こ
こ
に
、
政
府
は
土
地
の
提
供
と
公
共
の
安
全
、
公
衆
衛
生
、
農
村
開
発
な
ど
に
関
す
る
公
行
政
を
担
当
し
、

L
W
R
／
T
C
R
が
物
資
の
供
給
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
、
教
育
な
ど
個
々
の
事
業
の
実
施
と
そ
の
た
め
の
人
員
に
関
し
て
責
任
を
も

ち
、
U
N
H
C
R
が
資
金
と
政
府
に
対
す
る
助
言
の
提
供
を
行
う
と
い
う
、
居
留
地
運
営
の
た
め
の
三
者
協
定
モ
デ
ル
が
始
ま
っ

た(14)

。
一
九
六
五
年
に
制
定
さ
れ
た
難
民
法
は
難
民
が
居
留
地
に
住
む
こ
と
を
要
求
し
て
い
た
が
、
そ
れ
も
こ
の
三
者
協
定
に
よ
る
難

民
管
理
に
都
合
が
い
い
も
の
で
あ
っ
た(15)

。
一
九
六
三
年
か
ら
一
九
七
九
年
ま
で
の
間
に
一
三
の
居
留
地
に
お
い
て
ル
ワ
ン
ダ
、
ブ
ル

ン
ジ
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
な
ど
か
ら
の
一
八
万
二
千
人
の
難
民
が
三
者
協
定
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
。
一
九
七
三
年
の
ニ
エ
レ
レ

の
ウ
ジ
ャ
マ
ー
村
政
策
の
声
明
に
よ
り
三
者
協
定
モ
デ
ル
と
ウ
ジ
ャ
マ
ー
政
策
の
つ
な
が
り
は
強
化
さ
れ
、
難
民
の
流
入
は
周
辺
地

域
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
の
に
活
用
さ
れ
た(16)

。
七
〇
年
代
に
つ
く
ら
れ
た
こ
の
よ
う
な
居
留
地
と
し
て
代
表
的
な
も
の
は
、
ブ
ル

ン
ジ
難
民
の
た
め
の
タ
ボ
ラ（Tabora

）地
方
の
ウ
ル
ヤ
ン
ク
ル（U

lyankulu

）、ル
ク
ワ（R

ukw
a

）地
方
の
カ
ト
ゥ
ン
バ（K

atum
ba

）

及
び
ミ
シ
ャ
モ
（M

isham
o

）
が
あ
る
。
三
者
協
定
に
よ
り
居
留
地
の
運
営
を
国
際
的
団
体
に
委
託
す
る
と
い
う
こ
の
や
り
方
は
、

居
留
地
の
選
定
に
ド
ナ
ー
の
か
か
わ
り
を
作
り
出
し
、
居
留
地
内
部
に
は
ド
ナ
ー
国
の
機
関
―
実
施
機
関
―
タ
ン
ザ
ニ
ア
政
府
―
難

民
と
い
う
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
構
造
を
作
り
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、
国
際
機
関
の
役
割
を
増
大
さ
せ
る
と
同
時
に
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
政
府
の
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発
言
権
を
減
少
さ
せ
、
難
民
の
参
加
を
排
除
し
て
い
っ
た(17)

。

　

一
九
八
〇
年
に
は
三
万
六
千
人
の
ル
ワ
ン
ダ
人
の
帰
化
を
認
め(18)

、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
難
民
政
策
は
オ
ー
プ
ン
・
ド
ア
政
策
と
し
て
語

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
、
難
民
が
負
担
と
い
う
よ
り
も
国
の
開
発
の
た
め
の
資
産
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ

の
後
経
済
状
況
が
悪
化
す
る
と
政
策
は
転
換
さ
れ
て
ゆ
く
。

難
民
政
策
の
転
換

　

ニ
エ
レ
レ
は
初
め
は
国
際
通
貨
基
金
（International M

onetary Fund. 

以
下
、
I

M
F
）
の
介
入
に
は
反
対
し
て
い
た
が
、
つ

い
に
一
九
八
二
年
に
構
造
調
整
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
入
れ
た
。
八
五
年
に
ニ
エ
レ
レ
か
ら
ム
ウ
ィ
ニ
（A

li H
assan M

w
inyi

）
に

大
統
領
が
交
代
す
る
と
、
経
済
復
興
計
画
に
よ
っ
て
さ
ら
な
る
通
貨
の
切
り
下
げ
、
輸
入
制
限
の
撤
廃
、
食
糧
と
輸
出
作
物
の
生
産

価
格
の
引
き
上
げ
、
腐
敗
と
非
効
率
性
に
反
対
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
行
い
、
I

M
F
か
ら
さ
ら
に
追
加
的
な
融
資
を
受
け
、

公
的
支
出
の
削
減
を
含
ん
だ
措
置
も
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た(19)

。
八
〇
年
代
後
半
に
は
、
ド
ナ
ー
か
ら
居
留
地
へ
の
貴
重
な
外
貨
の

流
入
を
非
難
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
家
に
と
っ
て
の
農
業
の
重
要
性
も
減
少
し
て
ゆ
く
中
で
、
政
府
の
難
民
に
対
す
る
寛
大
な
姿

勢
は
変
化
し(20)

、
一
九
九
〇
年
に
は
、
一
九
八
六
年
以
降
に
正
式
な
許
可
な
く
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
入
国
し
た
ブ
ル
ン
ジ
人
と
ル
ワ
ン
ダ
人

に
国
外
退
去
を
要
求
し
た(21)

。

　

一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
人
の
流
入
が
相
次
い
だ
。
一
九
九
三
年
の
ブ
ル
ン
ジ
で
の
ン
ダ
ダ
エ
（M

elchoir 

N
dadaye

）
大
統
領
の
暗
殺
、
一
九
九
四
年
の
ル
ワ
ン
ダ
で
の
民
族
間
対
立
に
よ
る
虐
殺
、
一
九
九
八
年
の
コ
ン
ゴ
に
お
け
る
反
政

府
勢
力
の
武
装
蜂
起
は
そ
れ
ぞ
れ
大
量
の
避
難
民
の
流
入
を
も
た
ら
し
、
政
府
は
、
こ
れ
ら
の
難
民
を
、
帰
還
を
容
易
に
す
る
た
め

に
国
境
近
く
の
小
規
模
な
キ
ャ
ン
プ
（
キ
ゴ
マ
（K

igom
a

）
地
方
の
ニ
ャ
ル
グ
ス
（N

yarugusu

）
及
び
ム
タ
ビ
ラ
（M

tabila

））
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に
収
容
し
た(22)

。
し
か
し
、
キ
ャ
ン
プ
の
中
に
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
容
疑
者
と
思
わ
れ
る
も
の
も
混
在
し
て
お
り
、
ま
た
環
境
の
悪
化

も
心
配
さ
れ
た
。
一
九
九
四
年
の
虐
殺
後
、
何
十
万
人
も
の
ル
ワ
ン
ダ
人
が
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
入
国
し
た
が
、
特
に
四
月
二
八
日
及
び

二
九
日
の
二
四
時
間
に
は
そ
の
数
は
二
五
万
人
に
上
っ
た
。
一
九
九
五
年
三
月
に
は
ブ
ル
ン
ジ
か
ら
ル
ワ
ン
ダ
難
民
を
含
ん
だ
四
万

人
の
人
々
が
タ
ン
ザ
ニ
ア
を
目
指
し
、そ
の
う
ち
の
二
万
人
が
国
境
を
越
え
た
。
同
月
三
一
日
に
は
さ
ら
な
る
流
入
を
防
ぐ
た
め
に
、

タ
ン
ザ
ニ
ア
は
ブ
ル
ン
ジ
国
境
を
閉
鎖
し
、
政
府
は
す
べ
て
の
難
民
に
帰
還
を
求
め
る
意
思
を
公
的
に
表
明
し
、「
オ
ー
プ
ン
・
ド

ア
政
策
」
か
ら
は
大
き
く
離
れ
る
こ
と
と
な
っ
た(23)

。
一
九
九
六
年
一
二
月
に
は
ル
ワ
ン
ダ
難
民
は
そ
の
年
の
終
わ
り
ま
で
に
出
て
行

く
よ
う
に
と
声
明
が
出
さ
れ(24)

、
一
九
九
八
年
に
は
六
五
年
法
よ
り
さ
ら
に
制
約
的
な
難
民
法
が
可
決
さ
れ
た
。
ブ
ル
ン
ジ
は
タ
ン
ザ

ニ
ア
に
対
し
て
反
政
府
勢
力
を
難
民
キ
ャ
ン
プ
内
外
に
留
ま
ら
せ
て
い
る
と
非
難
し
続
け
、
そ
れ
に
反
応
し
て
タ
ン
ザ
ニ
ア
は
難
民

が
キ
ャ
ン
プ
を
四
キ
ロ
以
上
離
れ
る
こ
と
を
禁
止
し
た
た
め
、
難
民
た
ち
は
近
隣
の
村
に
働
き
に
出
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た(25)

。
一
九
九
七
年
、
九
九
年
、
二
〇
〇
一
年
に
は
家
々
を
回
っ
て
の
ブ
ル
ン
ジ
難
民
拘
束
及
び
追
放
が
行
わ
れ(26)

、
先
の
ル
ワ
ン

ダ
難
民
に
加
え
ブ
ル
ン
ジ
難
民
の
帰
還
も
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た(27)

。二
〇
〇
三
年
に
は
移
動
や
経
済
活
動
の
制
限
を
含
ん
だ「
国

家
難
民
政
策
」（The N

ational R
efugee Policy

(28)

）
が
発
表
さ
れ
た
。

　
「
国
家
難
民
政
策
」
は
導
入
部
で
政
策
作
成
の
背
景
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
当
初
は
タ
ン
ザ
ニ
ア

に
や
っ
て
く
る
難
民
は
独
立
闘
争
の
結
果
出
身
国
か
ら
逃
げ
て
き
た
人
々
で
あ
っ
た
の
で
、
政
府
は
、
難
民
問
題
は
一
時
的
な
も
の

で
あ
り
す
べ
て
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
解
放
さ
れ
た
後
に
は
か
な
り
減
少
さ
れ
う
る
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
大
湖

地
域
の
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
紛
争
と
内
戦
に
よ
り
タ
ン
ザ
ニ
ア
へ
の
大
量
の
難
民
流
入
と
い
う
新
た
な
局
面
に
入
っ
た
こ
と
、
そ
し

て
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
政
府
は
こ
れ
ま
で
文
書
化
し
た
政
策
や
指
針
を
も
た
ず
に
、
オ
ー
プ
ン
・
ド
ア
政
策
と
い
わ
れ
る
慣
行
に
基
づ
い

て
難
民
行
政
を
行
っ
て
き
た
が
、
近
年
の
大
量
の
難
民
流
入
は
、
経
済
開
発
、
安
全
、
環
境
及
び
社
会
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
分
野
で
の
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困
難
を
生
じ
さ
せ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
取
り
組
む
た
め
に
、
難
民
保
護
に
お
い
て
国
家
利
益
と
国
際
共
同
体
の
利
益
の
両
方
を
考
慮

に
入
れ
た
適
正
で
公
正
な
難
民
管
理
制
度
の
維
持
を
目
的
と
す
る
た
め
の
政
策
を
定
め
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
た
、
こ
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る(29)

。
国
内
の
治
安
な
ど
に
配
慮
し
、
恒
久
的
解
決
と
し
て
自
発
的
帰
還
を
第
一
に
考
え
、
そ
し
て
、
難
民
受
け
入
れ
に
お
け

る
負
担
の
分
担
と
国
際
社
会
の
責
任
を
強
く
訴
え
か
け
た
文
書
で
あ
る
。

　

オ
ー
プ
ン
・
ド
ア
政
策
か
ら
の
転
換
を
導
い
た
の
は
、
経
済
の
悪
化
だ
け
で
な
く
政
治
的
な
要
因
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ

ま
で
は
一
党
独
裁
制
で
あ
っ
た
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
お
い
て
、
ド
ナ
ー
か
ら
の
圧
力
に
よ
り
一
九
九
二
年
に
は
多
党
制
へ
の
移
行
が
認
め

ら
れ
る
と
、
反
難
民
の
レ
ト
リ
ッ
ク
は
選
挙
運
動
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た(30)

。

　

一
九
九
〇
年
代
の
大
量
の
難
民
流
入
は
、
難
民
居
留
地
の
運
営
の
仕
方
に
も
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
三
者
協
定
モ
デ
ル
の
時
に
は

自
ら
実
施
を
行
う
こ
と
の
な
か
っ
た
U
N
H
C
R
が
、
資
源
の
動
員
、
パ
ー
ト
ナ
ー
N
G
O
の
選
定
や
監
督
、
難
民
の
受
け
入
れ

や
登
録
、キ
ャ
ン
プ
の
計
画
や
調
査
を
他
の
国
際
機
関
と
と
も
に
行
う
よ
う
に
な
り
、ロ
ー
カ
ル
な
ア
ク
タ
ー
の
存
在
は
薄
れ
て
い
っ

た(31)

。
そ
し
て
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
政
府
の
側
も
、
キ
ャ
ン
プ
内
の
出
来
事
は
自
分
た
ち
で
は
な
く
U
N
H
C
R
の
責
任
で
あ
る
と
い
う

立
場
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た(32)

。

二
〇
〇
〇
年
代
の
難
民
数
の
減
少

　

現
在
、
難
民
担
当
大
臣
が
、
二
〇
一
〇
年
末
ま
で
に
は
タ
ン
ザ
ニ
ア
を
難
民
の
い
な
い
国
に
し
た
い
と
語
っ
た(33)

と
い
う
よ
う
に
、

タ
ン
ザ
ニ
ア
は
、
帰
還
、
受
け
入
れ
国
で
の
統
合
、
第
三
国
定
住
の
三
つ
の
手
段
す
べ
て
を
駆
使
し
て
、
国
内
の
難
民
問
題
の
恒
久

的
解
決
を
進
め
て
い
る
。

　

統
合
に
関
し
て
は
、
二
〇
〇
八
年
に
一
九
七
二
年
に
入
国
し
た
二
二
万
人
の
ブ
ル
ン
ジ
難
民
に
対
し
て
帰
化
の
機
会
を
与
え
る
こ
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と
を
決
め
、二
〇
〇
九
年
に
は
一
五
万
五
〇
五
〇
人
、二
〇
一
〇
年
に
は
七
二
〇
六
人
が
タ
ン
ザ
ニ
ア
国
籍
を
取
得
し
た(34)

。
彼
ら
は
、

居
留
地
か
ら
出
て
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
国
内
の
ど
こ
に
お
い
て
も
市
民
と
し
て
暮
ら
し
、
働
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な

帰
化
政
策
は
国
際
社
会
に
お
い
て
も
稀
で
あ
り
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
は
再
び
国
際
社
会
か
ら
そ
の
寛
大
さ
に
お
い
て
評
判
を
得
た
。

　

帰
化
を
選
択
し
な
か
っ
た
者
や
後
に
や
っ
て
き
た
ブ
ル
ン
ジ
難
民
に
関
し
て
は
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
政
府
も
U
N
H
C
R
も
ブ
ル

ン
ジ
は
現
在
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
帰
還
が
促
さ
れ
て
る(35)

。
二
〇
〇
八
年
に
は
二
万
三
二
〇
〇
人
、

二
〇
〇
九
年
に
は
四
二
人
、
二
〇
一
〇
人
に
は
一
〇
人
が
、
さ
ら
に
二
〇
一
〇
年
に
タ
ン
ザ
ニ
ア
国
籍
を
取
得
し
た
七
二
〇
六
人
の

中
か
ら
も
そ
の
年
の
う
ち
に
一
〇
四
人
が
帰
還
し
た(36)

。
コ
ン
ゴ
に
関
し
て
は
未
だ
国
内
の
安
全
は
万
全
で
は
な
い
と
U
N
H
C
R

は
考
え
て
い
る(37)

が
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
一
一
年
ま
で
に
合
計
五
万
二
二
八
人
が
帰
還
し
て
い
る(38)

。
ま
た
、
西
部
の
古
く
か
ら
の

キ
ャ
ン
プ
で
は
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
一
一
年
ま
で
に
計
一
万
一
九
六
八
人
が
第
三
国
定
住
へ
と
旅
立
っ
た(39)

。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
二
〇
一
二
年
現
在
難
民
が
居
住
し
て
い
る
キ
ャ
ン
プ
及
び
居
留
地
は
、
キ
ゴ
マ
地
方
の
ニ
ャ
ル
グ
ス
・
キ
ャ

ン
プ
、
ム
タ
ビ
ラ
・
キ
ャ
ン
プ
及
び
第
三
国
定
住
を
待
つ
人
の
施
設
で
あ
る
カ
ネ
ン
ブ
ワ
（K

anem
bw

a

）・
セ
ン
タ
ー
、
ル
ク
ワ

地
方
の
カ
ト
ゥ
ン
バ
居
留
地
及
び
ミ
シ
ャ
モ
居
留
地
、
タ
ボ
ラ
地
方
の
ウ
リ
ヤ
ン
ク
ル
居
留
地
、
並
び
に
一
九
九
〇
年
代
に
ソ
マ
リ

ア
難
民
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
タ
ン
ガ
（Tanga

）
の
チ
ョ
ー
ゴ
（C

hogo

）
居
留
地(40)

で
あ
る(41)

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
難
民
の
い
な
い
国
に
す
る
た
め
に
タ
ン
ザ
ニ
ア
が
と
っ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
恒
久
的
な
解
決
法
だ

け
で
は
な
い
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
政
府
は
二
〇
一
一
年
三
月
現
在
に
は
新
た
な
難
民
申
請
の
審
査
手
続
き
を
中
止
し
て
い
る(42)

。
ま
た
、
ブ

ル
ン
ジ
へ
の
帰
還
は
自
主
的
帰
還
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
政
府
は
キ
ャ
ン
プ
を
閉
鎖
は
し

な
い
ま
で
も
、
キ
ャ
ン
プ
内
の
学
校
な
ど
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
を
止
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
帰
還
を
促
し
て
い
る(43)

。
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負
担
の
分
担

　

こ
の
よ
う
に
、
次
第
に
難
民
の
受
け
入
れ
に
対
し
て
制
約
的
な
態
度
に
移
行
し
、
二
〇
〇
三
年
の
「
国
家
難
民
政
策
」
で
は
負
担

の
国
際
的
な
分
担
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
が
、
ま
だ
ニ
エ
レ
レ
の
下
で
オ
ー
プ
ン
・
ド
ア
政
策
を
と
っ
て
い
た
七
〇
年
代
に
お
い
て

も
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
は
難
民
の
受
け
入
れ
に
関
す
る
負
担
の
分
担
を
問
題
に
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

タ
ン
ザ
ニ
ア
も
加
盟
し
て
い
る
O
A
U
難
民
条
約
に
は
、
ア
フ
リ
カ
の
諸
国
に
と
っ
て
、
一
国
で
難
民
に
対
し
て
責
任
を
負
う

の
は
荷
が
重
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
お
り
、
第
二
条
四
項
に
、「
構
成
国
が
難
民
に
対
し
て
庇
護
を
与
え
続
け
る
こ

と
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
よ
う
な
構
成
国
は
他
の
国
に
直
接
に
、
及
び
O
A
U
を
通
じ
て
、
そ
の
こ
と
を
訴
え
る
こ
と

が
で
き
、
他
の
構
成
国
は
ア
フ
リ
カ
の
連
帯
及
び
国
際
協
力
の
精
神
に
よ
っ
て
庇
護
を
与
え
て
い
る
構
成
国
の
負
担
を
軽
く
す
る
た

め
の
適
切
な
措
置
を
と
る
」
と
い
う
規
定
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
規
定
は
活
か
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
ニ
エ
レ
レ
は
七
九
年

に
そ
の
こ
と
を
非
難
す
る
発
言
を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
年
の
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
難
民
に
関
す
る
ア
ル
ー
シ
ャ
会
議
で
は
、

⑴
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
難
民
の
恒
久
的
受
け
入
れ
の
た
め
の
割
り
当
て
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
こ
と
、
⑵
第
一
次
庇
護
国
に
よ
る
難
民

受
け
入
れ
に
か
か
る
費
用
を
負
担
す
る
た
め
の
基
金
を
確
立
す
る
こ
と
、
に
つ
い
て
勧
告
が
出
さ
れ
た(44)

。

　

ア
フ
リ
カ
諸
国
へ
の
国
際
社
会
か
ら
の
援
助
も
十
分
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
七
〇
年
代
の
終
わ
り
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
は
、

国
際
社
会
に
お
い
て
ア
フ
リ
カ
の
難
民
問
題
を
話
し
合
う
た
め
の
会
議
が
続
い
た
。
そ
れ
ら
の
中
で
一
九
八
一
年
に
開
催
さ
れ
た

「
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
難
民
援
助
に
関
す
る
国
際
会
議
」（International C

onference on A
ssistance to R

efugees in A
frica. 

以

下
、
I
C
A
R
A
）
は
主
に
ア
フ
リ
カ
難
民
へ
の
緊
急
援
助
を
集
め
る
た
め
の
会
議
で
あ
り
、
八
四
年
の
I
C
A
R
A
Ⅱ
は
庇
護

国
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
開
発
、
そ
し
て
定
住
と
帰
還
と
い
う
恒
久
的
解
決
の
支
援
に
重
点
が
置
か
れ
た
会
議
で
あ
っ
た(45)

。
す
な
わ

ち
、
後
者
に
お
い
て
は
、
援
助
は
二
つ
の
タ
イ
プ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
、
一
つ
は
、
⒜
必
要
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と
さ
れ
る
緊
急
援
助
、
ケ
ア
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
及
び
難
民
の
自
発
的
帰
還
ま
た
は
彼
ら
の
庇
護
国
に
お
け
る
定
住
の
た
め
の
適
切

な
支
援
、
も
う
一
つ
は
、
⒝
難
民
の
庇
護
国
又
は
難
民
の
自
国
へ
の
帰
還
を
歓
迎
す
る
国
が
、
難
民
の
存
在
に
よ
っ
て
自
国
の
経
済

に
負
っ
て
い
る
追
加
的
な
負
担
に
対
処
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
、
そ
れ
ら
の
国
へ
の
社
会
的
及
び
経
済
的
イ
ン
フ
ラ
強
化
の
た

め
の
技
術
的
及
び
資
本
的
援
助
、
と
説
明
さ
れ
、
こ
の
両
事
項
へ
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
た(46)

。
し
か
し
、
ど
ち
ら
の
会
議
に
お
い

て
も
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
十
分
な
援
助
を
引
き
出
す
こ
と
に
成
功
で
き
な
か
っ
た
。
I
C
A
R
A
に
お
い
て
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の

お
粗
末
さ
と
ド
ナ
ー
の
側
の
関
心
の
低
さ
が
問
題
で
あ
っ
た
し
、
I
C
A
R
A
Ⅱ
で
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
U
N
H
C
R
、
O
A
U
、
U
N
D
P
な
ど
か
ら
な
る
運
営
委
員
会
が
設
け
ら
れ
準
備
が
行
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
受
け
入

れ
国
に
お
け
る
統
合
と
い
う
恒
久
的
解
決
策
を
求
め
る
ド
ナ
ー
に
対
し
て
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
そ
の
要
求
に
前
向
き
で
は
な
か
っ
た

と
い
う
側
面
が
あ
る(47)

。
結
局
、
ア
フ
リ
カ
の
難
民
問
題
を
開
発
問
題
と
結
び
付
け
て
考
え
る
こ
の
方
向
性
は
、
I
C
A
R
A
Ⅱ
直

後
の
エ
チ
オ
ピ
ア
で
の
飢
饉
発
生
に
よ
る
緊
急
援
助
の
必
要
性
に
よ
っ
て
、
ド
ナ
ー
の
関
心
を
失
っ
て
し
ま
っ
た(48)

。G
orm

an

は
、

I
C
A
R
A
Ⅱ
の
最
大
の
障
害
は
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
大
規
模
な
干
ば
つ
に
よ
る
緊
急
事
態
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

ド
ナ
ー
は
難
民
関
連
の
開
発
援
助
に
追
加
的
な
資
金
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
受
け
入
れ
国
政
府
、
国
連
シ
ス
テ
ム
、

N
G
O
は
緊
急
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と
で
手
一
杯
に
な
っ
て
し
ま
っ
た(49)

。M
orel

は
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
難
民
法
と
政
策
が
制
約
的
に

な
っ
て
い
く
の
は
国
際
社
会
の
負
担
分
担
の
欠
如
が
原
因
で
あ
る
と
述
べ
る
が
、
そ
れ
に
は
緊
急
的
な
難
民
状
況
を
優
先
す
る
ド

ナ
ー
の
態
度
、
冷
戦
後
北
の
諸
国
が
南
の
貧
し
い
国
に
援
助
す
る
理
由
が
な
く
な
っ
た
こ
と
、
難
民
の
出
身
国
か
ら
の
地
理
的
及
び

文
化
的
な
距
離
な
ど
が
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る(50)

。

　

こ
の
よ
う
に
、
十
分
な
支
援
を
先
進
国
か
ら
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
は
、
先
述
の
二
〇
〇
三
年
の
「
国
家
難
民

政
策
」
で
、
難
民
の
出
身
国
の
中
に
「
安
全
地
域
」
を
設
け
る
こ
と
も
提
唱
し
て
い
た(51)

。
当
時
、
U
N
H
C
R
の
ラ
バ
ー
ズ
（R

uud 
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Lubbers

）
高
等
弁
務
官
は
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
を
訪
問
し
新
た
な
政
策
の
再
考
を
訴
え
た
が
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
は
そ
の
呼
び
か
け
に
は
応

え
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
国
は
自
国
で
「
保
護
と
支
援
の
国
際
的
原
則
の
再
検
討
の
た
め
の
国
際
会
議
」
を
開
催
し
、
西
側
諸

国
と
ア
フ
リ
カ
の
難
民
受
け
入
れ
国
と
の
間
で
の
よ
り
大
き
な
負
担
の
分
担
を
行
う
こ
と
、
さ
ら
に
、
庇
護
の
代
替
と
し
て
難
民
の

出
身
国
の
中
に
、「
安
全
地
域
」の
創
設
を
す
る
こ
と
を
呼
び
掛
け
た
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
役
人
は
、西
側
の
制
約
的
な
庇
護
政
策
が
益
々

多
く
の
難
民
受
け
入
れ
負
担
を
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
転
嫁
さ
せ
た
と
感
じ
、
し
た
が
っ
て
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
は
自
国
内
で
難
民
に
対
し
て
制

約
的
な
政
策
を
と
る
だ
け
で
な
く
、
負
担
を
さ
ら
に
難
民
の
出
身
国
に
転
嫁
さ
せ
る
こ
と
が
正
当
で
あ
る
と
感
じ
た
と
い
う(52)

。
こ
の

よ
う
に
タ
ン
ザ
ニ
ア
は
、
そ
の
負
担
を
、
難
民
に
と
っ
て
よ
り
厳
し
い
環
境
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
方
法
で
解
決
す
る
こ
と
さ
え
も

考
え
た
の
で
あ
る
。

第
二
章　

タ
ン
ザ
ニ
ア
の
難
民
法

　

タ
ン
ザ
ニ
ア
が
独
立
後
初
め
て
難
民
法
を
制
定
し
た
の
は
一
九
六
五
年(53)

で
、
一
九
九
八
年
に
改
正
さ
れ
て
今
に
至
る
。
一
九
九
八

年
の
難
民
法(54)

の
内
容
を
、
旧
法
と
も
比
較
し
な
が
ら
確
認
し
て
お
こ
う
。
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（
1
）　

難
民
法
の
規
定

難
民
の
定
義

　

旧
法
が
難
民
の
定
義
を
お
か
ず
、
大
臣
は
タ
ン
ザ
ニ
ア
入
国
前
に
は
同
国
外
に
常
住
し
て
い
た
い
か
な
る
種
類
の
人
々
の
グ
ル
ー

プ
を
も
難
民
で
あ
る
と
宣
言
で
き
る
（
旧
法
第
三
条
一
項
）
と
述
べ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
現
行
法
は
第
四
条
一
項
で
三
種
類
の
難

民
の
定
義
を
お
い
て
い
る
。
⒜
は
難
民
条
約
第
一
条
A
⑵
の
定
義(55)

と
、
⒝
は
O
A
U
難
民
条
約
第
一
条
二
項
の
定
義(56)

と
同
一
の
人

で
あ
り
、
⒞
は
⒜
⒝
に
記
載
さ
れ
た
理
由
で
政
府
官
報
の
公
示
に
難
民
と
宣
言
さ
れ
た
人
々
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
人
と
い
う
規
定

で
あ
る
。

　

三
項
は
難
民
と
考
え
ら
れ
な
く
な
る
場
合
、
四
項
は
難
民
と
考
え
ら
れ
な
い
場
合
に
つ
い
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
四
項
に
は
い

わ
ゆ
る
安
全
な
第
三
国
に
関
す
る
規
定
が
含
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
⒟
に
は
、「
タ
ン
ザ
ニ
ア
入
国
前
に
他
の
国
で
難
民
の
地

位
又
は
庇
護
を
す
で
に
与
え
ら
れ
」
た
人
（
た
だ
し
、
こ
の
場
合
は
、
第
三
国
定
住
又
は
家
族
統
合
の
資
格
を
も
つ
人
か
、
重
大
な

平
和
の
破
壊
が
存
続
し
て
い
る
領
域
か
ら
到
着
し
た
人
の
庇
護
申
請
は
検
討
さ
れ
る
）、
⒠
に
は
、「
タ
ン
ザ
ニ
ア
入
国
以
前
に
、
深

刻
な
か
つ
情
報
の
提
供
を
伴
っ
た
平
和
の
破
壊
が
存
在
す
る
一
つ
以
上
の
国
家
を
経
由
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
国
で
庇
護
を
求
め
な

か
っ
た
合
理
的
な
理
由
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
」
人
は
難
民
と
は
み
な
さ
れ
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

行
政
機
関

　

第
五
条
な
い
し
第
八
条
は
関
係
行
政
機
関
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
規
定
も
、
そ
し
て
次
に
み
る
難
民
の
地
位
決

定
手
続
き
に
関
す
る
規
定
も
、
旧
難
民
法
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
第
五
条
は
難
民
サ
ー
ビ
ス
局
長
（D

irector of R
efugee 
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Services. 

以
下
、
局
長
）
に
つ
い
て
の
規
定
で
、
局
長
は
大
統
領
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
、
そ
の
職
務
は
、
次
に
述
べ
る
国
家
難
民

資
格
認
定
委
員
会
の
会
議
の
招
集
、
難
民
申
請
の
受
領
及
び
そ
の
後
の
委
員
会
又
は
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
委
員
会
へ
の
提
出
、
難
民
申
請

の
登
録
及
び
認
定
さ
れ
た
難
民
の
登
録
の
維
持
、
難
民
及
び
庇
護
申
請
者
の
受
け
入
れ
及
び
ケ
ア
の
た
め
の
適
切
な
施
設
及
び
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て
の
調
整
、
請
求
へ
の
決
定
が
行
わ
れ
る
ま
で
申
請
者
が
国
外
へ
退
去
命
令
を
受
け
な
い
こ
と
の
確
保
、
他
の

庇
護
国
か
ら
タ
ン
ザ
ニ
ア
へ
の
第
三
国
定
住
申
請
の
受
領
と
委
員
会
へ
の
提
出
及
び
記
録
の
保
持
、
大
臣
（
そ
の
時
難
民
問
題
に
責

任
を
も
つ
大
臣
―
第
二
条
。
現
在
は
内
務
大
臣
で
あ
る
）
の
決
定
の
申
請
者
へ
の
実
施
及
び
通
知
、
そ
し
て
、
大
臣
か
ら
割
り
当
て

ら
れ
た
他
の
職
務
及
び
義
務
の
執
行
、
と
定
め
て
い
る
。

　

第
六
条
及
び
第
七
条
は
、国
家
難
民
資
格
認
定
委
員
会（N

ational Eligibility C
om

m
ittee. 

以
下
、委
員
会
）に
つ
い
て
で
あ
る
。

委
員
会
は
、
局
長
に
加
え
て
大
臣
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
一
定
の
部
局

―
検
事
総
長
（the D

irector of Public Prosecutions. 

議
長
と
な
る
）、
大
統
領
事
務
所
、
首
相
事
務
所
、
主
任
大
臣
事
務
所
、
外
務
及
び
国
際
協
力
省
、
警
視
総
監
（the Inspector 

G
eneral of Police

）、
移
民
局
長

―
か
ら
の
七
人
以
上
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
（
第
六
条
一
項
）。
タ
ン
ザ
ニ
ア
の

U
N
H
C
R
代
表
は
委
員
会
の
会
合
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
招
か
れ
る
（
二
項
）。
以
下
、
他
の
条
項
で
も
U
N
H
C
R
の
こ
と

が
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
U
N
H
C
R
の
役
割
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
は
こ
の
法
の
一
つ
の
特
徴
で
も
あ
る
。

委
員
会
の
機
能
は
、
申
請
を
審
査
し
大
臣
に
難
民
の
地
位
及
び
庇
護
の
付
与
及
び
却
下
を
勧
告
す
る
こ
と
、
認
定
さ
れ
た
難
民
の
家

族
の
再
統
合
の
申
請
に
関
し
て
検
討
し
大
臣
に
勧
告
す
る
こ
と
、
難
民
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
の
第
三
国
定
住
の
請
求
に
関
し
て
検
討
し

大
臣
に
勧
告
す
る
こ
と
、
大
臣
又
は
局
長
か
ら
付
託
さ
れ
た
問
題
に
関
し
て
助
言
を
す
る
こ
と
、
で
あ
る
（
第
七
条
）。

　

難
民
で
あ
る
と
主
張
す
る
人
々
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
難
民
の
地
位
を
審
査
す
る
た
め
に
委
員
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
容
易
で
は

な
い
場
合
は
、
大
臣
は
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
委
員
会
の
構
成
を
指
示
す
る
（
第
八
条
一
項
）。
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
委
員
会
は
、
庇
護
希
望
者



タンザニアにおける難民受け入れと負担の分担（中坂）

425

の
い
る
地
域
を
対
象
と
し
て
設
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
国
会
議
員
、
局
長
、
地
域
行
政
長
官
、
地
域
安
全
保
障
事
務
官
、
地
域

警
察
警
視
長
（C

om
m

ander

）、
地
域
移
民
事
務
官
、
担
当
州
検
事
か
ら
な
り
（
二
項
）、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
U
N
H
C
R
代
表
又
は

代
表
が
不
在
の
場
合
は
代
表
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
他
の
U
N
H
C
R
事
務
官
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
の
た
め
に
招
か
れ
る（
三
項
）。

大
臣
は
議
長
及
び
副
議
長
を
指
名
し
（
四
項
）、
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
委
員
会
が
地
位
を
検
討
す
べ
き
人
の
グ
ル
ー
プ
及
び
任
務
遂
行
の

時
間
的
枠
組
み
を
特
定
す
る
（
五
項
）。

地
位
決
定
手
続
き

　

第
九
条
は
、
難
民
認
定
手
続
き
で
あ
る
。
一
項
は
、「
合
法
違
法
を
問
わ
ず
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
入
国
し
た
人
又
は
タ
ン
ザ
ニ
ア
国
内

に
い
る
人
で
第
四
条
の
意
味
の
難
民
と
し
て
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
留
ま
り
た
い
人
は
、
遅
滞
の
合
理
的
な
理
由
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い

限
り
、
入
国
後
直
ち
に
、
か
つ
遅
く
と
も
七
日
以
内
に
、
最
寄
り
の
権
限
あ
る
事
務
官
（authorized officer. 

局
長
、
難
民
事
務
官
、

定
住
事
務
官
又
は
移
民
事
務
官
の
こ
と
―
第
二
条
）、
村
の
執
行
事
務
官
、
又
は
治
安
判
事
の
前
に
出
頭
す
る
か
又
は
報
告
し
、
難

民
認
定
を
申
請
す
る
」
と
述
べ
る
。
二
項
は
、
合
法
的
に
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
い
る
人
が
後
に
出
身
国
に
帰
還
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に

つ
い
て
の
規
定
、
三
項
は
、
難
民
で
あ
る
と
主
張
す
る
人
が
違
法
入
国
だ
け
を
理
由
と
し
て
禁
止
さ
れ
た
移
民
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ

た
り
、
拘
留
さ
れ
た
り
罰
せ
ら
れ
た
り
し
な
い
こ
と
の
規
定
で
あ
る
。
五
項
は
申
請
後
の
登
録
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
審
査
等
の
手
続

き
に
つ
い
て
規
定
す
る
。
審
査
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
申
請
後
六
〇
日
以
内
と
定
め
る
が
、
例
外
的
に
さ
ら
に
六
〇
日
の
延
長
が
可

能
で
あ
る
⒟
。
ま
た
、
難
民
サ
ー
ビ
ス
局
は
申
請
者
の
存
在
を
U
N
H
C
R
に
知
ら
せ
、
申
請
者
は
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
U
N
H
C
R

事
務
所
に
連
絡
を
と
る
権
利
を
通
知
さ
れ
る
⒠
。

　

六
項
は
委
員
会
の
任
務
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
権
限
あ
る
事
務
官
及
び
U
N
H
C
R
タ
ン
ザ
ニ
ア
代
表
に
申
請
者
か
ら
前
も
っ
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て
出
さ
れ
た
申
請
書
類
、
声
明
書
、
謄
本
及
び
他
の
追
加
的
な
情
報
が
委
員
会
に
提
出
さ
れ
る
⒜
。
委
員
会
が
出
身
国
の
当
局
に
接

触
す
る
べ
き
で
は
な
い
場
合
、
適
切
と
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
委
員
会
は
国
内
外
の
適
切
な
情
報
源
か
ら
の
あ
ら
ゆ
る
関
連
情
報
を

調
査
し
ま
た
そ
れ
を
求
め
る
⒝
。
難
民
の
地
位
及
び
／
又
は
庇
護
請
求
に
関
係
す
る
質
問
を
明
確
に
す
る
、
又
は
回
答
す
る
た
め
に

必
要
な
時
は
い
つ
で
も
、
委
員
会
は
自
由
に
申
請
者
を
召
喚
で
き
る
⒞
。
委
員
会
は
必
要
な
場
合
は
他
の
い
か
な
る
人
も
召
喚
し
、

他
の
い
か
な
る
関
連
証
拠
又
は
書
面
に
よ
る
提
出
物
を
検
討
す
る
こ
と
も
で
き
る
⒟
。
委
員
会
の
勧
告
は
大
臣
に
照
会
さ
れ
、
大
臣

は
遅
滞
な
く
勧
告
に
つ
い
て
の
決
定
を
行
い
、
局
長
を
通
じ
て
申
請
者
に
そ
の
決
定
を
知
ら
せ
る
⒠
。
局
長
は
U
N
H
C
R
タ
ン

ザ
ニ
ア
代
表
に
遅
滞
な
く
大
臣
の
決
定
を
伝
え
る
⒡
。
難
民
の
地
位
が
却
下
さ
れ
た
場
合
は
、
局
長
は
庇
護
希
望
者
に
、
再
審
査
の

た
め
の
七
日
以
内
の
大
臣
へ
の
申
し
立
て
の
権
利
を
通
知
す
る
⒢
。
庇
護
希
望
者
は
必
要
で
あ
れ
ば
適
任
の
通
訳
を
と
も
な
う
こ
と

を
許
可
さ
れ
る
⒣
。

　

続
い
て
は
難
民
認
定
に
否
定
的
な
決
定
を
受
け
た
場
合
に
つ
い
て
の
規
定
で
、
そ
の
よ
う
な
人
は
七
日
以
内
に
大
臣
に
再
審
査
を

要
求
で
き
る
が
、（
七
項
）、
大
臣
の
決
定
は
最
終
的
な
も
の
で
あ
る
（
八
項
）。
九
項
で
は
、
申
請
が
拒
否
さ
れ
た
人
は
、
一
定
の

期
間
内
に
他
国
へ
U
N
H
C
R
に
よ
り
第
三
国
定
住
ま
た
は
移
住
さ
せ
ら
れ
る
ま
で
の
間
、
U
N
H
C
R
に
よ
り
マ
ン
デ
ー
ト
難

民
の
地
位
を
与
え
ら
れ
な
い
限
り
、
一
九
九
五
年
移
民
法
の
規
定
に
従
っ
て
不
法
移
民
と
さ
れ
る
。

難
民
に
適
用
す
る
規
定

　

パ
ー
ト
Ⅲ
の
第
一
〇
条
な
い
し
第
一
四
条
は
、「
難
民
一
般
に
適
用
す
る
諸
規
定
」、
パ
ー
ト
Ⅳ
の
第
一
五
条
な
い
し
第
二
一
条
は

「
難
民
に
適
用
さ
れ
う
る
特
別
の
規
定
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
第
一
〇
条
な
い
し
第
一
五
条
は
、
旧
法
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
規

定
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
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第
一
〇
条
で
は
、
大
臣
又
は
権
限
あ
る
当
局
（com

petent authority. 

地
域
委
員
又
は
地
区
委
員
の
こ
と
―
第
二
条
）
が
庇
護
希

望
者
又
は
難
民
に
、
特
定
の
経
路
で
の
又
は
特
定
さ
れ
た
場
所
で
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
へ
の
入
国
及
び
出
国
を
指
示
で
き
る
こ
と
、
並
び

に
あ
る
地
方
か
ら
他
の
地
方
へ
の
特
定
の
経
路
で
の
移
動
を
指
示
で
き
る
こ
と
を
規
定
す
る
（
一
項
）。
そ
の
期
間
及
び
条
件
は
命

令
と
し
て
定
め
ら
れ
（
二
項
）、
そ
の
命
令
又
は
期
間
及
び
条
件
に
違
反
す
る
と
有
罪
と
な
る
（
三
項
）。

　

第
一
一
条
は
、
武
器
の
提
出
に
関
す
る
規
定
で
、
兵
器
又
は
弾
薬
を
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
持
ち
込
ん
だ
庇
護
希
望
者
又
は
難
民
は
直
ち

に
そ
れ
ら
を
権
限
あ
る
事
務
官
に
提
出
す
る
こ
と
（
一
項
）
や
、
権
限
あ
る
当
局
は
、
彼
の
区
域
内
の
庇
護
希
望
者
又
は
難
民
に
、

他
の
武
器
、
道
具
又
は
工
具
に
つ
い
て
も
命
令
に
よ
り
一
定
の
条
件
の
下
で
提
出
を
指
示
で
き
る
こ
と
（
二
項
）、
そ
れ
ら
の
も
の

を
提
出
し
な
か
っ
た
庇
護
申
請
者
又
は
難
民
は
有
罪
で
あ
り
、二
年
以
下
の
懲
役
刑
を
科
さ
れ
う
る
こ
と
（
三
項
）
が
規
定
さ
れ
る
。

　

第
一
二
条
は
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
留
ま
る
許
可
に
関
す
る
規
定
で
、
庇
護
希
望
者
又
は
難
民
が
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
留
ま
る
こ
と
が
で
き
る

条
件
と
し
て
、
⒜
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
留
ま
る
許
可
を
発
行
さ
れ
、
⒝
そ
の
よ
う
な
許
可
に
付
属
さ
れ
て
い
る
又
は
局
長
に
よ
り
書
面
で

彼
に
命
ぜ
ら
れ
た
期
間
又
は
条
件
に
常
に
従
う
、
の
二
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
一
項
）。
二
項
は
ノ
ン
・
ル
フ
ー
ル
マ
ン
に
関

係
す
る
規
定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
任
命
さ
れ
た
権
限
あ
る
事
務
官
は
、
許
可
を
与
え
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
庇
護
申
請
者
又
は
難

民
が
そ
こ
か
ら
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
入
国
し
た
国
に
帰
還
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
せ
、
そ
の
者
が
そ
の
領
域
に
到
着
後
政
治
犯
罪
の
た

め
に
裁
判
に
か
け
ら
れ
る
若
し
く
は
罰
せ
ら
れ
る
可
能
性
又
は
そ
の
領
域
で
訴
追
さ
れ
る
可
能
性
が
存
在
す
る
と
判
断
す
る
理
由
が

あ
る
場
合
は
、
許
可
を
与
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
規
定
す
る
。
庇
護
希
望
者
又
は
難
民
が
許
可
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
又
は
与
え

ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
彼
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
お
け
る
存
在
は
非
合
法
で
あ
り
一
九
九
五
年
移
民
法
の
下
で
の
犯
罪
と
な
る
（
三

項
）。
許
可
申
請
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
申
請
者
は
却
下
さ
れ
た
日
か
ら
七
日
以
内
に
局
長
に
再
審
査
の
た
め
の
申
し
立

て
が
で
き
る
（
四
項
）。
局
長
が
許
可
の
付
与
の
却
下
を
承
認
し
た
場
合
、
申
請
者
は
そ
の
結
果
を
受
領
し
て
か
ら
七
日
以
内
に
大
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臣
に
さ
ら
に
申
し
立
て
が
で
き
る
が
、
大
臣
の
決
定
が
最
終
的
な
も
の
と
な
る
（
六
項
）。
旧
法
に
お
い
て
は
、
異
議
申
し
立
て
が

で
き
る
人
は
三
ヶ
月
間
以
上
継
続
的
に
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
い
た
人
に
限
ら
れ
て
い
た
（
旧
法
第
一
一
条
四
項
）。

　

第
一
三
条
は
動
物
の
拘
束
及
び
屠
殺
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
権
限
あ
る
当
局
は
、
庇
護
希
望
者
又
は
難
民
と
考
え
る
理
由
が
あ

る
人
に
よ
り
タ
ン
ザ
ニ
ア
国
外
か
ら
そ
の
区
域
に
持
ち
込
ま
れ
た
動
物
の
拘
束
又
は
殺
傷
等
を
指
示
で
き
る
こ
と
（
一
項
）、
動
物

の
殺
傷
又
は
売
却
の
場
合
は
、
か
か
っ
た
費
用
を
除
い
て
得
ら
れ
た
収
益
が
持
ち
主
等
に
支
払
わ
れ
る
（
二
項
）
か
、
第
一
五
条
に

規
定
さ
れ
る
難
民
基
金
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
（
三
項
）、
政
府
の
獣
医
官
が
病
気
の
蔓
延
を
予
防
す
る
た
め
に
動
物
の
屠
殺
が
必
要

で
あ
る
と
い
う
意
見
の
場
合
は
、
そ
の
指
示
に
よ
っ
て
屠
殺
さ
れ
る
べ
き
こ
と
（
四
項
）、
本
条
の
規
定
の
下
で
出
さ
れ
た
指
示
を

妨
げ
る
者
は
有
罪
で
あ
る
こ
と
（
五
項
）
が
規
定
さ
れ
る
。

　

第
一
四
条
は
車
両
の
所
持
に
関
す
る
規
定
で
、
権
限
あ
る
当
局
等
が
そ
の
区
域
に
到
着
し
た
庇
護
希
望
者
又
は
難
民
の
車
両
を
占

有
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
及
び
庇
護
希
望
者
又
は
難
民
の
移
動
の
た
め
に
そ
の
区
域
に
お
け
る
使
用
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
、
し
か
し
な
が
ら
所
有
権
は
正
し
い
所
有
者
又
は
占
有
を
奪
わ
れ
た
人
に
あ
り
、
可
能
な
限
り
す
み
や
か
に
そ
の
者
に
返
還
さ

れ
る
、
と
い
う
規
定
で
あ
る
。
最
後
の
所
有
権
に
関
す
る
言
及
は
旧
法
に
は
な
か
っ
た
。

　

第
一
五
条
は
、
大
臣
が
設
立
す
る
公
的
信
託
で
あ
る
難
民
信
託
基
金
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、
こ
れ
は
現
行
法
で
新
た
に
設
け
ら

れ
た
も
の
で
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
遺
言
を
せ
ず
に
死
亡
し
た
難
民
の
財
産
、
非
合
法
的
に
取
得
さ
れ
た
財

産
、
又
は
難
民
で
あ
る
所
有
者
又
は
占
有
者
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
国
外
へ
の
自
発
的
帰
還
若
し
く
は
第
三
国
定
住
又
は
追
放
の
時
に
合
法

的
に
返
還
さ
れ
な
い
財
産
、
難
民
で
あ
る
所
有
者
、
所
持
者
又
は
そ
の
信
託
受
益
者
に
よ
っ
て
合
法
的
に
使
用
又
は
利
用
さ
れ
え
な

い
財
産
は
、
こ
の
基
金
に
付
与
さ
れ
⒞
、
同
基
金
は
、
い
か
な
る
人
か
ら
も
寄
付
等
を
う
け
基
金
を
増
資
す
る
こ
と
が
で
き
、
管
財

人
の
勧
告
に
従
っ
て
資
金
又
は
財
産
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
⒟
。



タンザニアにおける難民受け入れと負担の分担（中坂）

429

　

第
一
六
条
な
い
し
第
二
〇
条
は「
指
定
区
域
」（designated area

）に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
旧
法
は
、受
け
入
れ
区
域（reception 

area
）
及
び
居
留
地
（settlem

ent

）
と
い
う
用
語
を
用
い
て
類
似
の
規
定
を
置
い
て
い
た
（
旧
法
第
四
条
）。

　

大
臣
は
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
い
か
な
る
部
分
を
も
指
定
区
域
と
し
て
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
一
六
条
一
項
）。
局
長
は
難
民

の
定
住
又
は
庇
護
希
望
者
若
し
く
は
難
民
の
受
け
入
れ
、
通
過
若
し
く
は
住
居
区
域
に
責
任
を
も
つ
定
住
事
務
官
を
任
命
す
る
（
二

項
）。
権
限
あ
る
当
局
は
大
臣
又
は
局
長
と
相
談
の
上
、
命
令
に
よ
り
そ
の
地
域
に
い
る
庇
護
申
請
者
若
し
く
は
難
民
又
は
難
民
の

グ
ル
ー
プ
若
し
く
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
対
し
て
、
そ
の
権
限
あ
る
当
局
の
管
轄
内
外
の
指
定
区
域
に
居
住
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と

が
で
き
（
第
一
七
条
一
項
）、
ま
た
そ
の
管
轄
下
に
あ
る
指
定
区
域
に
い
る
そ
れ
ら
の
人
々
を
管
轄
内
外
の
他
の
指
定
区
域
に
移
動

さ
せ
又
は
居
住
さ
せ
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
一
七
条
二
項
）。
そ
の
よ
う
な
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
り
、
合
理
的

期
間
内
に
移
動
や
指
定
区
域
の
住
居
へ
の
入
居
を
し
な
か
っ
た
り
、
指
定
区
域
に
到
着
し
て
か
ら
そ
こ
を
去
っ
た
り
去
ろ
う
と
し
た

庇
護
申
請
者
又
は
難
民
は
、
本
法
違
反
と
し
て
有
罪
と
な
る
（
三
項
）。
そ
れ
ら
の
者
が
指
定
区
域
を
離
れ
る
の
に
は
局
長
又
は
定

住
事
務
官
か
ら
の
許
可
を
必
要
と
し
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
る
期
間
及
び
条
件
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
期
間
は
局
長
の
特
別

の
許
可
が
な
い
限
り
一
四
日
間
で
あ
る
（
五
項
）。
そ
の
期
間
及
び
条
件
に
従
わ
な
か
っ
た
者
は
本
法
違
反
と
し
て
有
罪
と
な
る
（
六

項
）。
旧
法
で
は
、
難
民
が
他
の
居
留
地
の
受
け
入
れ
区
域
に
居
住
す
る
た
め
の
許
可
に
つ
い
て
の
規
定
が
あ
っ
た
こ
と
（
旧
法
第

一
二
条
三
項
⒜
）、ま
た
、居
留
地
を
離
れ
る
場
合
の
許
可
に
つ
い
て
原
則
一
四
日
間
と
い
う
条
件
は
な
か
っ
た
（
同
⒝
）
こ
と
か
ら
、

現
行
法
の
方
が
移
動
に
関
し
て
よ
り
制
限
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

指
定
区
域
の
管
理
の
た
め
に
、
大
臣
は
一
定
の
事
項
に
関
し
て
規
則
を
作
成
し
、
局
長
は
そ
の
範
囲
内
で
指
令
を
出
す
こ
と
が
で

き
る
（
第
一
八
条
一
項
）。
庇
護
希
望
者
又
は
難
民
は
、
⒜
許
可
な
く
指
定
区
域
を
去
る
又
は
去
ろ
う
と
す
る
、
⒝
指
定
区
域
内
で

本
条
の
下
で
制
定
さ
れ
た
大
臣
の
規
則
、
権
限
あ
る
当
局
又
は
局
長
の
指
令
、
又
は
定
住
事
務
官
の
命
令
若
し
く
は
指
令
に
従
わ
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な
い
、
⒞
指
定
区
域
内
で
よ
い
秩
序
及
び
規
律
に
反
す
る
や
り
方
で
行
動
す
る
、
以
上
の
場
合
に
は
規
律
違
反
と
な
り
（
二
項
）、

局
長
又
は
定
住
事
務
官
に
よ
っ
て
尋
問
を
う
け
、
有
罪
で
あ
れ
ば
、
居
留
地
又
は
キ
ャ
ン
プ
の
刑
務
所
で
三
日
以
内
の
禁
錮
、
又
は

5
千
シ
リ
ン
グ
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
（
四
項
）（
旧
法
の
下
で
は
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
日
と
二
〇
〇
シ
リ
ン
グ
。
旧
法
第
一
三
条

四
項
⒜
⒝
）。

　

第
一
九
条
は
、
指
定
区
域
に
お
け
る
庇
護
希
望
者
又
は
難
民
の
た
め
の
行
政
組
織
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
難

民
に
よ
る
自
治
組
織
は
旧
法
に
は
規
定
が
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
行
政
組
織
は
、
大
臣
が
適
切
と
考
え
る
と
き
に
設

立
す
る
こ
と
が
で
き（
第
一
九
条
一
項
）、最
低
の
レ
ベ
ル
の
も
の
と
し
て
一
〇
の
班
指
導
者
、道
路
委
員
会
、指
定
区
域
の
村
委
員
会
、

又
は
最
高
の
レ
ベ
ル
の
も
の
と
し
て
評
議
会
か
ら
な
り
（
二
項
）、
い
ず
れ
も
、
⒜
財
政
及
び
行
政
、
⒝
法
及
び
秩
序
、
⒞
経
済
及

び
計
画
、
⒠
〔
―
マ
マ
〕
共
同
体
開
発
及
び
社
会
福
祉
、
に
関
す
る
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
（
三
項
）。
本
条
に
よ
り
設

立
さ
れ
た
す
べ
て
の
レ
ベ
ル
の
行
政
組
織
の
庇
護
希
望
者
又
は
難
民
の
指
導
者
及
び
代
表
者
は
、原
則
的
に
、平
等
の
原
則
及
び
性
、

氏
族
（clan

）、
民
族
（tribe

）、
国
籍
、
人
種
又
は
宗
教
に
よ
る
い
か
な
る
差
別
も
な
い
普
遍
的
な
選
挙
権
に
基
づ
い
た
秘
密
投
票

に
よ
っ
て
選
挙
さ
れ
る
（
四
項
）。
指
定
区
域
の
評
議
会
又
は
村
委
員
会
が
単
独
で
商
業
的
又
は
公
的
事
業
を
営
む
共
同
組
合
と
し

て
の
登
録
を
局
長
に
申
請
す
る
た
め
の
手
続
き
も
設
け
ら
れ
て
い
る
（
五
項
）。

　

第
二
〇
条
は
、
大
臣
、
権
限
あ
る
当
局
、
局
長
又
は
定
住
事
務
官
か
ら
の
許
可
を
得
ず
に
関
係
者
以
外
が
指
定
区
域
へ
立
ち
入
る

こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
（
一
項
）、
権
限
あ
る
事
務
官
等
又
は
定
住
事
務
官
以
外
は
、
公
共
の
場
所
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
指
定

区
域
内
で
五
人
以
上
の
庇
護
希
望
者
又
は
難
民
に
よ
る
集
会
又
は
会
合
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と（
二
項
）が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

本
条
に
違
反
し
た
者
は
本
法
違
反
と
し
て
有
罪
で
あ
り
、
五
年
以
下
の
懲
役
又
は
二
〇
万
シ
リ
ン
グ
以
下
の
罰
金
又
は
そ
の
両
方
の

責
任
を
負
う
。
旧
法
に
お
い
て
は
懲
役
期
間
及
び
罰
金
額
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
か
っ
た
（
旧
法
第
一
四
条
三
項
）。
第
二
一
条
は
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権
限
あ
る
当
局
の
域
外
で
の
権
限
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
。

雑
則

　

パ
ー
ト
Ⅴ
は
雑
則
で
あ
り
、種
々
の
規
定
が
含
ま
れ
る
。列
挙
す
る
と
、規
則
、命
令
又
は
指
令
の
付
与
の
形
態（
第
二
二
条
）、大
臣
、

局
長
及
び
権
限
あ
る
当
局
と
庇
護
希
望
者
又
は
難
民
の
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
第
二
三
条
）、犯
罪
及
び
刑
罰（
第
二
四
条
）、

予
防
、
逮
捕
、
捜
索
、
押
収
及
び
取
り
調
べ
（
第
二
五
条
）、
権
限
あ
る
事
務
官
等
に
よ
る
力
の
行
使
（
第
二
六
条
）、
庇
護
希
望
者

又
は
難
民
の
拘
禁
（
第
二
七
条
）、
庇
護
希
望
者
又
は
難
民
の
追
放
（
第
二
八
条
）、
善
意
の
（bona fide

）
行
為
の
保
護
（
第
二
九

条
）、
庇
護
申
請
者
及
び
難
民
の
登
録
（
第
三
〇
条
）、
難
民
の
教
育
（
第
三
一
条
）、
難
民
の
労
働
許
可
（
第
三
二
条
）、
税
金
の
支

払
い
（
第
三
三
条
）、
自
発
的
帰
還
（
第
三
四
条
）、
家
族
の
再
統
合
（
第
三
五
条
）、
第
三
国
定
住
（
第
三
六
条
）、
一
九
九
六
年
法

の
廃
止
（
第
三
七
条
）
で
あ
る
。
こ
の
中
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
以
下
に
個
別
に
見
て
お
く
。

身
体
的
自
由
の
制
約

　

身
体
的
自
由
の
剥
奪
に
関
す
る
手
続
き
上
の
保
障
は
不
十
分
で
あ
る
。
例
え
ば
、
定
住
事
務
官
は
、
罪
を
犯
し
た
又
は
規
則
違
反

を
犯
し
た
と
疑
う
の
に
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
い
か
な
る
人
も
令
状
な
し
で
逮
捕
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
よ
う
な
人
は

居
留
地
の
拘
置
所
か
キ
ャ
ン
プ
の
刑
務
所
に
拘
禁
さ
れ
る
（
第
二
五
条
一
項
）。
権
限
あ
る
事
務
官
等
は
、
庇
護
希
望
者
又
は
難
民

に
対
し
て
、
命
令
や
指
導
に
従
わ
せ
る
た
め
に
、
必
要
な
力
を
行
使
で
き
、
力
の
行
使
の
前
に
は
そ
の
こ
と
を
難
民
に
伝
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
第
二
六
条
）。
ま
た
、
大
臣
又
は
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
権
限
あ
る
当
局
は
、
平
和
及
び
よ
い
秩
序
に
反
す
る
や
り
方

で
行
動
し
て
い
る
、
又
は
タ
ン
ザ
ニ
ア
政
府
と
他
の
政
府
と
の
関
係
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
い
か
な
る
庇
護
希
望
者
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又
は
難
民
も
、文
書
で
の
命
令
に
よ
り
、そ
の
者
を
刑
務
所
に
三
カ
月
以
下
の
間
拘
禁
す
る
こ
と
を
指
示
で
き
る（
第
二
七
条
一
項
）。

他
国
で
犯
し
た
普
通
犯
罪
を
理
由
と
し
た
懲
役
刑
の
適
用
も
可
能
で
あ
り
（
二
項
）、そ
の
た
め
の
拘
禁
（
三
項
）
や
釈
放
（
四
項
）

に
つ
い
て
の
定
め
も
あ
る
。
第
二
五
条
、
第
二
六
条
、
第
二
七
条
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
旧
法
の
第
一
六
条
、
一
七
条
、
一
〇
条
に
相
当

す
る
規
定
が
お
か
れ
て
い
た
。

追
放

　

第
二
八
条
は
追
放
に
つ
い
て
定
め
る
。
大
臣
又
は
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
権
限
あ
る
当
局
は
文
書
に
よ
り
、
ⅰ
本
法
第
四
条
の
下
で

難
民
の
地
位
を
付
与
さ
れ
る
資
格
を
も
た
な
い
庇
護
希
望
者
、
又
は
、
ⅱ
国
家
の
安
全
に
対
し
て
危
険
な
難
民
で
あ
る
か
又
は
難
民

で
は
な
く
な
っ
た
者
に
、
大
臣
の
指
定
す
る
手
段
又
は
経
路
で
タ
ン
ザ
ニ
ア
か
ら
の
追
放
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
二
八
条
一

項
⒜
）。
追
放
命
令
を
出
さ
れ
た
難
民
は
、
大
臣
又
は
権
限
あ
る
当
局
に
、
命
令
が
出
さ
れ
た
日
か
ら
七
日
以
内
に
上
訴
又
は
再
審

査
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ら
が
提
出
さ
れ
た
ら
権
限
あ
る
当
局
は
大
臣
に
そ
れ
を
直
ち
に
送
付
す
る
⒞
。
大
臣
は
、
局

長
に
諮
問
し
た
上
で
、
上
訴
又
は
再
審
査
を
検
討
で
き
、
追
放
命
令
を
追
認
す
る
か
又
は
撤
回
す
る
権
限
を
も
つ
。
そ
の
間
は
追
放

命
令
は
執
行
さ
れ
な
い
⒟
。
庇
護
希
望
者
又
は
難
民
に
有
罪
判
決
を
出
す
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
な
者
に
、
そ
こ
か
ら
タ
ン
ザ
ニ
ア

に
入
っ
て
き
た
国
又
は
そ
の
者
が
選
択
す
る
い
か
な
る
国
へ
の
追
放
も
命
令
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
は
収
容
後
即
時
又
は
刑
期
に

服
し
た
後
に
執
行
さ
れ
る
（
二
項
）。
追
放
ま
で
は
、
当
該
者
は
拘
束
さ
れ
う
る
（
三
項
）。
も
し
も
、
大
臣
、
権
限
あ
る
当
局
又
は

裁
判
所
が
、
そ
の
者
が
、
そ
の
領
域
に
到
着
後
政
治
犯
罪
の
た
め
に
裁
判
に
か
け
ら
れ
る
若
し
く
は
処
罰
さ
れ
る
だ
ろ
う
、
又
は
そ

の
領
域
で
身
体
的
な
攻
撃
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
意
見
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
庇
護
希
望
者
又
は
難
民
に
は
追
放
命
令
は

出
さ
れ
て
は
な
ら
な
い（
四
項
）。本
条
項
の
下
で
の
命
令
に
従
わ
な
い
庇
護
希
望
者
又
は
難
民
は
本
法
の
下
で
有
罪
と
な
る（
五
項
）。
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本
条
に
対
応
す
る
規
定
は
旧
法
で
は
第
九
条
で
あ
る
が
、
そ
ち
ら
の
方
が
制
約
的
な
規
定
と
な
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
一
項
は
大

臣
が
「
追
放
」
で
は
な
く
「
帰
還
」
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
規
定
で
あ
る
が
、
そ
の
対
象
者
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
命
令
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
は
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
三
ヶ
月
以
上
滞
在
し
て
い
た
者
が
、
政
治
犯
罪
の
た
め
に
裁
判
に
か
け
ら

れ
る
又
は
処
罰
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
場
合
の
み
に
限
ら
れ
て
い
た
（
六
項
）。

登
録

　

局
長
は
、
現
存
す
る
す
べ
て
の
庇
護
希
望
者
及
び
難
民
、
並
び
に
タ
ン
ザ
ニ
ア
国
内
に
設
立
さ
れ
た
指
定
区
域
の
登
録
を
行
い
、

記
録
を
保
存
す
る
。
こ
の
目
的
に
お
い
て
彼
は
登
録
官
と
な
る
が
、
そ
の
機
能
を
文
書
に
よ
っ
て
定
住
事
務
官
又
は
難
民
事
務
官
に

委
任
で
き
る
（
第
三
〇
条
一
項
）。
大
臣
は
補
佐
登
録
官
を
任
命
で
き
る
（
二
項
）。
指
定
区
域
内
に
庇
護
希
望
者
又
は
難
民
の
た
め

の
区
開
発
委
員
会
（W

ard D
evelopm

ent C
om

m
ittee

）
を
設
立
す
る
場
合
は
そ
の
委
員
長
は
定
住
事
務
官
で
あ
る
が
、
タ
ン
ザ

ニ
ア
市
民
が
そ
の
代
表
と
し
て
地
方
政
府
の
組
織
に
出
席
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
難
民
の
代
表
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
随
伴

を
許
さ
れ
る
こ
と
を
条
件
に
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
市
民
が
局
長
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
定
住
事
務
官
又
は
難
民
事
務
官
と
な
る
（
三
項
）。

大
臣
は
適
切
と
考
え
る
場
合
に
は
指
定
区
域
内
に
難
民
又
は
庇
護
希
望
者
の
た
め
の
行
政
的
手
配
又
は
非
政
治
的
な
組
織
を
設
立
す

る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
よ
う
な
組
織
の
代
表
又
は
指
導
者
は
実
際
に
可
能
な
限
り
普
遍
的
選
挙
権
と
秘
密
投
票
に
よ
る
選
挙
と
い
う

基
本
原
則
に
従
う
（
四
項
）。
登
録
を
怠
っ
た
庇
護
希
望
者
又
は
難
民
は
有
罪
で
あ
り
、
一
〇
万
シ
リ
ン
グ
若
し
く
は
三
年
以
下
の

懲
役
又
は
両
方
の
刑
を
科
さ
れ
る
（
六
項
）。
登
録
に
関
す
る
規
定
は
旧
法
に
は
な
か
っ
た
。
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難
民
の
権
利

　

第
三
一
条
、
第
三
二
条
、
第
三
五
条
は
難
民
が
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
有
す
る
権
利
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、
旧
法
に
は
含
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
教
育
に
関
し
て
、
す
べ
て
の
子
ど
も
の
難
民
は
一
九
七
八
年
の
国
家
教
育
法
に
従
っ
て
初
等
教
育
の

権
利
を
も
ち
、
成
人
教
育
に
参
加
を
望
む
す
べ
て
の
成
人
難
民
は
成
人
教
育
法
に
従
っ
て
そ
の
権
利
を
も
つ
（
第
三
一
条
一
項
）。

中
等
教
育
に
関
し
て
は
、
大
臣
が
教
育
担
当
大
臣
と
協
議
の
上
、
ま
た
そ
れ
以
外
の
教
育
に
関
し
て
は
高
等
教
育
担
当
大
臣
に
相
談

の
上
、
費
用
及
び
難
民
が
登
録
可
能
な
学
校
等
に
つ
い
て
定
め
る
規
則
を
制
定
し
（
三
項
）、
す
べ
て
の
難
民
は
そ
れ
に
従
っ
て
権

利
を
も
つ
（
二
項
）。

　

労
働
許
可
に
関
し
て
は
、
局
長
は
い
か
な
る
難
民
に
も
労
働
許
可
を
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
、
彼
が
適
切
と
考
え
る
い
か
な
る
理

由
の
た
め
に
も
、
難
民
及
び
そ
の
雇
用
者
へ
の
三
〇
日
の
事
前
通
知
を
す
れ
ば
撤
回
で
き
る
。
そ
の
撤
回
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
難

民
又
は
雇
用
者
は
二
一
日
以
内
に
異
議
を
申
し
立
て
、
局
長
は
そ
の
撤
回
に
賛
成
か
反
対
か
を
一
四
日
以
内
に
検
討
し
決
定
を
す
る

（
第
三
二
条
一
項
及
び
二
項
）。
許
可
な
く
労
働
に
従
事
し
た
難
民
は
本
法
の
下
で
罪
を
犯
し
た
こ
と
と
な
り
、
二
〇
万
シ
リ
ン
グ
以

下
の
罰
金
若
し
く
は
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
両
方
に
お
い
て
有
罪
と
な
る
（
四
項
）。

　

家
族
の
再
統
合
に
関
し
て
、
認
定
さ
れ
た
難
民
で
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
居
住
す
る
者
が
国
内
外
の
家
族
と
一
緒
に
な
り
た
い
と
願
う
場

合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
U
N
H
C
R
又
は
局
長
を
通
じ
て
大
臣
に
家
族
統
合
の
申
請
を
行
い
、
そ
の
申
請
は
委
員
会
に
提
出
さ
れ
委
員

会
が
大
臣
に
許
可
の
可
否
を
勧
告
す
る
。
こ
の
規
定
に
従
わ
な
い
こ
と
は
本
法
の
下
で
犯
罪
と
な
る
（
第
三
五
条
一
項
）。
大
臣
の

否
定
的
な
決
定
に
対
す
る
申
し
立
て
の
手
続
き
（
二
項
）、離
婚
な
ど
で
家
族
が
離
別
し
た
時
の
規
定
も
設
け
ら
れ
て
い
る
（
三
項
）。



タンザニアにおける難民受け入れと負担の分担（中坂）

435

解
決
策

　

先
述
の
よ
う
に
、
第
三
四
条
は
自
発
的
帰
還
、
第
三
六
条
は
第
三
国
定
住
を
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
も
旧
法
に
は
な
か
っ
た

規
定
で
あ
る
。
庇
護
希
望
者
又
は
難
民
は
い
か
な
る
時
も
自
発
的
に
国
籍
国
又
は
そ
こ
か
ら
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
入
国
し
た
国
に
自
発

的
に
帰
還
す
る
権
利
を
も
つ
と
さ
れ
（
第
三
四
条
一
項
）、
そ
れ
ら
の
者
の
財
産
の
扱
い
に
関
す
る
規
定
も
設
け
ら
れ
て
い
る
（
二

項
な
い
し
四
項
）。
ま
た
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
居
住
す
る
難
民
は
タ
ン
ザ
ニ
ア
外
の
他
の
い
か
な
る
国
に
お
い
て
も
第
三
国
定
住
を
す

る
権
利
を
も
ち
、
い
つ
で
も
大
臣
に
書
面
で
申
請
で
き
る
（
第
三
六
条
一
項
）。
タ
ン
ザ
ニ
ア
外
で
居
住
す
る
難
民
は
、
入
国
前
に

U
N
H
C
R
又
は
O
A
U
を
通
じ
て
タ
ン
ザ
ニ
ア
へ
の
第
三
国
定
住
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
許
可
が
出
る
ま
で
は
入
国

を
禁
じ
ら
れ
、
そ
の
不
遵
守
は
本
法
の
下
で
の
犯
罪
と
な
る
（
二
項
）。

（
2
）　

難
民
法
の
特
色
と
評
価

　

さ
て
、
以
上
が
難
民
法
の
概
要
で
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
特
色
と
そ
れ
に
対
す
る
評
価
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

　

第
一
に
、
難
民
の
定
義
に
つ
い
て
で
あ
る
。
旧
法
に
は
定
義
が
な
か
っ
た
が
現
行
法
で
は
設
け
ら
れ
た
の
は
、
旧
法
が
で
き
た
時

点
で
存
在
し
た
難
民
条
約
の
定
義
だ
け
で
は
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
が
受
け
入
れ
て
い
た
難
民
の
実
体
に
は
合
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、

O
A
U
難
民
条
約
独
自
の
定
義
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
そ
れ
を
利
用
し
て
定
義
を
示
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。
二
〇
〇
三
年
の
「
国
家
難
民
政
策
」
に
よ
る
と
、
そ
れ
ま
で
、
個
別
の
認
定
制
度
は
資
力
の
不
足
に
よ
り
効
率
的
及

び
効
果
的
に
行
う
点
で
は
障
害
が
あ
っ
た
も
の
の
上
手
く
機
能
し
て
き
た
が
、
大
量
流
入
に
関
し
て
は
難
民
担
当
省
の
省
令
に
よ
る

グ
ル
ー
プ
で
の
認
定
又
は
プ
リ
マ
フ
ァ
キ
エ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
（
一
見
し
た
と
こ
ろ
難
民
と
認
定
で
き
る
と
い
う
判
断
手
法
）
が
よ
り
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簡
便
で
あ
っ
た
と
い
う(57)

。

　

第
二
に
、基
本
的
に
難
民
条
約
上
の
諸
権
利
は
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。M

endel

は
旧
法
に
対
す
る
評
価
で
、

同
法
は
難
民
条
約
が
求
め
て
い
る
難
民
の
権
利
を
ほ
と
ん
ど
認
め
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
た(58)

が
、
そ
れ
は
現
行
法
に
な
っ
て
も
ほ
ぼ

同
様
で
あ
る
。
難
民
条
約
が
求
め
る
待
遇
の
う
ち
、
著
作
権
及
び
工
業
所
有
権
、
結
社
の
権
利
、
裁
判
を
受
け
る
権
利
、
配
給
、
住

居
、
公
的
扶
助
、
労
働
法
制
、
社
会
保
障
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
現
行
法
も
触
れ
て
い
は
い
な
い
。

　

難
民
条
約
第
二
六
条
は
、
難
民
に
対
し
て
、
当
該
難
民
が
同
一
の
事
情
の
下
で
一
般
に
外
国
人
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
規
制
に
従

う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
居
住
地
を
選
択
す
る
権
利
及
び
当
該
締
約
国
の
領
域
内
を
自
由
に
移
動
す
る
権
利
を
与
え
る
こ
と
を
求
め

て
い
る
が
、
上
述
し
た
よ
う
に
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
難
民
法
は
旧
法
の
時
か
ら
居
住
地
域
に
関
す
る
制
約
は
大
き
く
、
現
行
法
に
な
る
と

さ
ら
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
条
約
第
一
三
条
は
動
産
及
び
不
動
産
に
関
し
て
、
締
約
国
に
、
難
民
に
対
し
て
で
き
る
限
り
有
利
な

待
遇
を
与
え
る
こ
と
、
そ
し
て
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
同
一
の
条
件
下
で
一
般
に
外
国
人
に
与
え
る
待
遇
よ
り
も
不
利
で
な
い
待

遇
を
与
え
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
が
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
難
民
法
は
、
動
物
の
拘
束
、
さ
ら
に
屠
殺
を
認
め
、
そ
れ
に
対
す
る
補
償
規

定
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い(59)

。
集
会
に
関
し
て
は
、六
人
以
上
の
集
会
が
禁
止
さ
れ
る
と
い
う
大
変
厳
し
い
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

現
行
法
で
明
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
労
働
許
可
に
関
し
て
も
、
難
民
条
約
の
要
請
基
準
に
は
達
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
同

条
約
第
一
七
条
一
項
は
、
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
労
働
に
関
し
て
、
合
法
的
に
滞
在
す
る
難
民
に
は
同
一
の
事
情
の
下
で
外
国
の
国
民

に
与
え
る
待
遇
の
う
ち
最
も
有
利
な
待
遇
を
与
え
る
、
つ
ま
り
最
恵
国
民
待
遇
を
原
則
と
し
て
規
定
し
て
い
る
が
、
同
二
項
で
三
年

以
上
居
住
し
て
い
る
難
民
な
ど
に
は
国
内
労
働
市
場
の
保
護
の
た
め
に
外
国
人
又
は
外
国
人
の
雇
用
に
関
し
て
と
る
制
限
的
措
置
は

適
用
し
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、現
行
法
は
、難
民
に
対
す
る
労
働
許
可
は
局
長
の
裁
量
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
も
、
撤
回
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
っ
て
も
可
能
な
の
で
、
濫
用
さ
れ
や
す
い
と
い
う
懸
念
も
生
じ
る(60)

。
労
働
許
可
に
関
し
て
、
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最
恵
国
民
待
遇
や
そ
れ
以
上
の
扱
い
に
関
す
る
規
定
は
な
い
。「
国
家
難
民
政
策
」
は
、
経
済
の
改
善
及
び
生
活
の
向
上
の
た
め
に

利
用
で
き
る
人
的
資
源
と
し
て
の
難
民
の
重
要
性
を
認
め
な
が
ら
も
、
労
働
市
場
は
一
般
的
に
危
機
的
で
あ
り
多
く
の
課
題
に
直
面

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る(61)

。

　

教
育
に
関
し
て
は
、
難
民
条
約
が
求
め
て
い
る
の
は
初
等
教
育
に
お
け
る
内
国
民
待
遇
、
及
び
そ
れ
以
外
の
教
育
に
お
け
る
で
き

る
限
り
有
利
で
同
一
の
事
情
の
下
で
一
般
に
外
国
人
に
与
え
る
待
遇
よ
り
も
不
利
で
な
い
待
遇
な
の
で
、
そ
の
点
で
は
条
約
の
基
準

を
下
ま
わ
っ
て
は
い
な
い(62)

。「
国
家
難
民
政
策
」
も
難
民
に
と
っ
て
の
教
育
の
重
要
性
を
強
調
し
、
特
に
難
民
の
帰
還
と
い
う
点
か

ら
出
身
国
に
お
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
用
い
た
教
育
を
認
め
る
と
述
べ
て
い
る(63)

。
さ
ら
に
家
族
の
再
統
合
に
関
し
て
は
、
難
民
条
約

に
は
規
定
が
な
い
の
で
、
条
約
以
上
の
保
障
が
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
後
述
す
る
よ
う
な
厳
し
い
面
も
あ

る
こ
と
を
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
概
し
て
難
民
に
保
障
さ
れ
る
待
遇
と
い
う
面
で
は
難
民
条
約
の
基
準
に
は
は
る
か
に
及
ん
で
い
な
い
の
が
タ
ン

ザ
ニ
ア
の
難
民
法
で
あ
る
が
、M

endel

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
よ
う
な
国
に
同
条
約
の
実
施
を
厳
し
く
求
め
て
い

く
と
負
担
を
大
き
く
し
て
し
ま
い
、難
民
保
護
の
た
め
に
逆
効
果
と
な
る
か
も
し
れ
な
い(64)

と
い
う
側
面
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

第
三
に
、
滞
在
許
可
申
請
や
家
族
再
統
合
な
ど
の
種
々
の
決
定
に
対
し
て
不
満
な
場
合
、
最
終
的
に
は
大
臣
に
対
し
て
申
し
立
て

が
可
能
で
あ
る
が
、
大
臣
の
決
定
は
最
終
的
な
も
の
で
あ
り
、
司
法
的
な
救
済
を
求
め
る
道
が
開
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

K
am

anga

に
よ
れ
ば
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
憲
法
が
保
障
す
る
上
訴
の
権
利
に
違
反
す
る(65)

。
そ
し
て
、
大
臣
が
却
下
す
る
場
合
に
理
由
を

示
す
こ
と
は
求
め
ら
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
決
定
に
従
わ
な
い
場
合
は
犯
罪
と
な
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。K

am
anga

は
、

家
族
の
再
統
合
に
関
し
て
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
措
置
が
難
民
以
外
の
他
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
外
国
人
に
対
し
て
も
と
ら
れ
て
い
る
の

か
は
疑
わ
し
い
と
述
べ
て
い
る(66)

。
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第
四
に
、
安
全
な
第
三
国
の
概
念
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。N

geze

は
第
四
条
四
項
⒟
及
び
第
四
条
四
項
⒠
の
規
定
は
国
際
難
民
法

に
違
反
し
て
い
る
と
指
摘
す
る(67)

。
安
全
な
第
三
国
か
ら
き
た
庇
護
申
請
者
は
審
査
を
せ
ず
に
送
り
返
す
と
い
う
考
え
方
は
欧
州
に
お

い
て
採
用
さ
れ
始
め
、
今
や
世
界
中
の
多
く
の
国
で
用
い
ら
れ
て
い
る(68)

も
の
で
、
そ
の
概
念
の
採
用
自
体
が
問
題
と
は
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
が
、
個
別
の
事
例
に
お
い
て
そ
の
第
三
国
に
お
い
て
の
保
護
の
可
能
性
が
な
か
っ
た
こ
と
を
争
う
余
地
が
全
く
認
め
ら
れ
な

い
の
な
ら
ば
違
法
と
な
り
う
る
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
と
っ
て
の
こ
の
概
念
の
採
用
の
現
実
的
意
味
の
大
き
さ
は
、
現
在
の
大
量
の
ソ
マ

リ
ア
か
ら
の
避
難
民
が
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
来
る
た
め
に
は
、
陸
路
を
通
る
場
合
は
ケ
ニ
ア
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て

本
稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
な
こ
の
数
年
の
ケ
ニ
ア
の
多
大
な
負
担
を
考
え
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

　

第
五
に
、
解
決
策
と
し
て
、
帰
還
及
び
第
三
国
定
住
の
み
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
移
動
の
自
由
を
は
じ
め
と
す
る
統
合

の
た
め
に
必
要
な
待
遇
の
多
く
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
及
び
難
民
条
約
第
三
四
条
が
求
め
る
帰
化
を
容
易
に
す
る
措
置
に
つ

い
て
の
言
及
が
な
い
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
政
府
の
望
む
難
民
問
題
解
決
の
方
向
性
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。「
国
家
難

民
政
策
」
で
は
、
解
決
策
と
し
て
、
帰
還
を
ま
ず
な
に
よ
り
も
重
視
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る(69)

。

　

第
六
に
、
難
民
法
上
の
罪
を
犯
し
た
場
合
に
、
懲
役
刑
の
期
間
の
上
限
が
長
く
、
罰
金
額
の
上
限
が
高
額
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

K
am

anga

は
、
第
三
〇
条
六
項
に
規
定
さ
れ
る
登
録
を
怠
っ
た
場
合
に
科
さ
れ
る
最
高
三
年
間
の
懲
役
刑
と
一
〇
万
シ
リ
ン
グ
、

つ
ま
り
一
〇
〇
U
S
ド
ル
相
当
の
罰
金
に
関
し
て
、
難
民
の
大
多
数
が
貧
困
状
態
に
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
い
る
の
か
と
批
判
を

し
て
い
る(70)

。

　

第
七
に
、関
連
す
る
機
関
に
つ
い
て
の
規
定
が
置
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、実
際
に
は
そ
の
運
用
に
お
い
て
混
乱
が
生
じ
て
い
る
。

N
geze

に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
地
方
組
織
と
中
央
組
織
の
権
限
の
二
重
性
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
難
民
サ
ー
ビ
ス
局
は
一
九
九
六
年

に
内
務
大
臣
の
下
に
設
け
ら
れ
た
局
で
あ
り
、
そ
の
部
局
で
働
く
地
区
調
整
官
や
連
絡
事
務
官
は
当
然
に
局
長
、
ひ
い
て
は
同
大
臣
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の
権
威
の
下
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
、
難
民
法
は
地
方
委
員
や
地
区
委
員
に
地
方
に
お
け
る
権
限
あ
る
当
局
と
し
て

そ
の
地
区
の
難
民
行
政
の
役
割
を
与
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
難
民
サ
ー
ビ
ス
局
の
地
区
調
整
官
や
連
絡
事
務
官
は
、
彼
ら
が
働
い
て

い
る
地
区
の
当
局
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
警
備
組
織
及
び
安
全
保
障
委
員
会
な
ど
地
方
行
政
組
織
の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
、
そ
の
よ

う
な
地
域
や
区
域
の
当
局
の
下
で
働
き
、
そ
れ
ら
当
局
へ
報
告
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
つ
な
が
り
に
よ
り
、
彼
ら
は
自
分

た
ち
の
上
司
で
あ
る
局
長
や
大
臣
の
決
定
を
無
視
し
て
地
方
当
局
の
決
定
に
従
っ
て
し
ま
う
と
い
う
。
ま
た
、
地
方
当
局
は
庇
護
希

望
者
の
入
国
地
点
や
出
発
経
路
、
庇
護
希
望
者
又
は
難
民
の
拘
禁
に
関
す
る
命
令
を
下
す
権
限
も
有
す
る
が
、
そ
れ
ら
が
中
央
政
府

の
政
策
や
決
定
に
反
す
る
場
合
も
あ
り
問
題
が
生
じ
る
と
い
う(71)

。
ま
た
、N

geza

は
、
庇
護
申
請
の
審
査
に
関
し
て
、
大
臣
及
び
局

長
が
庇
護
希
望
者
を
入
国
さ
せ
て
地
位
決
定
委
員
会
に
事
例
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
に
合
意
し
て
い
て
も
、
地
方
委
員
が
、
と
り
わ
け

コ
ン
ゴ
共
和
国
か
ら
の
庇
護
希
望
者
に
つ
い
て
は
、
彼
ら
の
出
身
国
は
安
全
で
あ
り
真
正
な
庇
護
希
望
者
で
は
な
い
と
い
う
立
場
を

崩
さ
ず
に
、
庇
護
希
望
者
の
入
国
や
審
査
手
続
き
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
停
止
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る(72)

。
彼
は
、
そ

の
よ
う
に
地
方
当
局
が
し
ば
し
ば
中
央
政
府
の
政
策
や
決
定
の
実
行
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
る
一
因
と
し
て
、
地
方
委
員
や
地
区
委
員

が
、
大
統
領
に
よ
っ
て
直
接
選
ば
れ
て
い
る
た
め
に
、
彼
ら
は
そ
の
管
轄
内
で
は
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
扱
う
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る

と
思
い
、
ま
た
、
彼
ら
は
そ
の
地
区
で
は
自
分
た
ち
を
大
統
領
の
代
理
と
し
て
考
え
て
い
る
の
で
、
大
統
領
命
令
で
は
な
い
大
臣
の

決
定
は
、
首
相
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
従
わ
な
い
傾
向
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
分
析
し
て
い
る(73)

。

　

ま
た
、
地
位
決
定
委
員
会
に
関
し
て
、
そ
の
委
員
長
は
検
事
総
長
で
あ
る
が
、K

am
anaga

に
よ
れ
ば
そ
の
権
限
及
び
機
能
は

一
九
八
五
年
の
刑
事
手
続
き
法
に
の
み
規
定
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
、
こ
の
よ
う
な
役
職
の
者
が
長
と
な
る
こ
と
は
、
多
く
が
貧
し
い

農
民
で
あ
る
庇
護
希
望
者
を
お
び
え
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
す
る(74)

。

　

第
八
に
、
ノ
ン
ル
フ
ー
ル
マ
ン
類
似
の
規
定
が
あ
る
こ
と
。
第
二
八
条
四
項
が
そ
の
規
定
で
あ
る
が
、
滞
在
許
可
に
関
す
る
第
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一
二
条
二
項
も
関
連
規
定
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
そ
の
者
が
そ
の
領
域
に
到
着
後
政
治
犯
罪
の
た
め
に
裁
判
に
か
け
ら
れ
る

若
し
く
は
処
罰
さ
れ
る
だ
ろ
う
」、又
は
「
そ
の
領
土
で
身
体
的
な
攻
撃
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
い
う
条
件
は
、裁
判
や
処
罰
、

身
体
的
攻
撃
以
外
の
迫
害
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
射
程
に
入
っ
て
い
る
難
民
条
約
の
規
定
や
O
A
U
難
民
条
約
の
規
定
よ
り
も
狭

い
も
の
で
あ
る(75)

。

　

第
九
に
、
住
民
自
治
の
規
定
が
入
っ
た
こ
と
で
あ
る
。K
am

anga

は
こ
れ
を
、
参
加
的
で
民
主
的
な
統
治
を
育
も
う
と
い
う
試

み
と
し
て
こ
の
法
の
一
つ
の
積
極
的
な
側
面
だ
と
評
価
し
な
が
ら
も
、
民
主
的
に
構
成
さ
れ
た
行
政
機
関
の
設
立
に
大
臣
の
承
認
が

必
要
と
さ
れ
、
大
臣
が
必
要
と
考
え
た
場
合
に
許
さ
れ
る
こ
と
、
理
事
会
又
は
村
委
員
会
は
局
長
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
法
人
格
付
与

証
明
書
の
取
得
に
よ
っ
て
活
動
を
開
始
で
き
る
こ
と
な
ど
、
多
く
の
厳
し
い
条
件
が
付
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る(76)

。

　

前
章
と
本
章
で
は
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
難
民
受
け
入
れ
政
策
の
変
化
と
、
難
民
へ
の
待
遇
が
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
タ
ン
ザ
ニ
ア

の
難
民
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
初
期
の
頃
を
除
け
ば
、タ
ン
ザ
ニ
ア
に
と
っ
て
難
民
受
け
入
れ
の
負
担
は
大
き
く
、し
た
が
っ

て
、
こ
の
よ
う
な
制
約
的
な
受
け
入
れ
政
策
と
待
遇
を
取
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
同
国
の
判
断
に
は
理
由
が
あ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
国
際
社
会
に
負
担
の
分
担
を
訴
え
て
き
た
の
も
当
然
の
行
為
で
あ
る
。

　

し
か
し
、そ
の
よ
う
な
タ
ン
ザ
ニ
ア
を
、自
ら
の
負
担
の
分
担
の
た
め
の
主
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
考
え
た
の
が
E
U
で
あ
る
。

次
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
始
ま
っ
た
E
U
の
地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
の
実
行
と
、
そ
の
背
景
と
な

る
E
U
側
に
お
け
る
難
民
受
け
入
れ
に
関
す
る
負
担
分
担
の
議
論
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
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第
三
章　

E
U
の
地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
1
）
ロ
メ
協
定
等
の
下
で
の
難
民
受
け
入
れ
国
支
援

　

E
U
が
そ
の
前
身
の
E
E
C
（European Econom

ic C
om

m
unity. 

欧
州
経
済
共
同
体
）
と
し
て
人
道
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
支

出
を
は
じ
め
た
の
は
、
一
九
七
〇
年
、
第
二
次
ヤ
ウ
ン
デ
協
定(77)

の
下
で
第
三
次
欧
州
開
発
基
金
か
ら
経
済
不
況
と
自
然
災
害
の
た
め

に
例
外
的
援
助
と
し
て
の
六
五
〇
〇
万
E
C
U
（European C

urrency U
nit. 

欧
州
通
貨
単
位
。
一
九
七
九
年
三
月
か
ら
一
九
九
八

年
一
二
月
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
通
貨
。）
が
あ
て
ら
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
る(78)

。
ヤ
ウ
ン
デ
協
定
と
は
、
E
E
C
と
構

成
国
の
植
民
地
と
の
間
の
特
別
な
経
済
関
係
を
樹
立
す
る
た
め
に
一
九
五
八
年
に
設
け
ら
れ
た
第
一
次
連
合
協
定
の
期
限
終
了
後
、

今
度
は
独
立
し
た
旧
植
民
地
諸
国
を
相
手
方
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
協
定
で
あ
り
、
一
九
六
三
年
に
第
一
次(79)

、
一
九
六
九
年
に
第
二
次

協
定
が
締
結
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
別
の
関
係
を
結
ぶ
法
的
根
拠
は
、
も
と
も
と
は
当
時
の
E
E
C
設
立
条
約
の

第
一
三
一
条
な
い
し
第
一
三
六
条
で
、
E
E
C
が
E
E
C
構
成
国
と
特
別
の
関
係
を
有
す
る
非
欧
州
諸
国
及
び
領
域
と
連
合
関
係

を
も
つ
こ
と
を
定
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
が
、
後
に
は
E
E
C
と
第
三
国
、
国
家
連
合
及
び
国
際
機
構
と
の
間
で
の
協
定
締
結
権

を
定
め
た
第
二
三
八
条
が
根
拠
と
な
っ
た
。
ま
た
、
欧
州
開
発
基
金
と
は
E
E
C
が
こ
れ
ら
の
国
の
開
発
の
た
め
の
援
助
を
行
う

た
め
に
第
一
次
連
合
協
定
の
時
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ヤ
ウ
ン
デ
協
定
、
そ
し
て
次
の
段
階
で
あ
る
ロ
メ
協
定(80)

に
お
い
て

も
継
続
し
て
い
く
も
の
で
あ
る(81)

。

　

一
九
七
九
年
ま
で
に
は
内
戦
に
よ
る
難
民
や
国
内
避
難
民
が
増
加
し
、
人
為
的
な
災
害
に
対
し
て
も
支
援
が
必
要
と
な
り
、
迅

速
な
対
応
が
必
要
な
人
道
援
助
は
開
発
援
助
と
区
別
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
一
九
七
五
年
か
ら
は
イ
ギ
リ
ス
の
E
C
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（European C
om

m
unities. 

欧
州
共
同
体
）
加
盟
を
受
け
て
、
A
C
P
諸
国
（
ア
ジ
ア
、
カ
リ
ブ
、
太
平
洋
諸
国
）
に
対
し
て
ロ

メ
協
定
が
結
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、一
九
七
九
年
の
第
二
次
ロ
メ
協
定(82)

の
下
で
例
外
的
援
助
は
緊
急
援
助
と
な
り
、食
料
、医
療
、

N
G
O
や
国
連
機
関
へ
の
財
政
的
援
助
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た(83)

。
し
か
し
、
難
民
の
受
け
入
れ
社
会
へ
の
統
合
や
出

身
国
に
帰
還
し
て
か
ら
の
再
統
合
の
活
動
は
長
期
的
な
も
の
で
あ
り
、
緊
急
援
助
の
見
出
し
の
下
で
考
慮
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

一
九
八
四
年
の
第
三
次
ロ
メ
協
定(84)

に
お
い
て
そ
の
た
め
の
条
項
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
追
加
的
な
資
金
配
分
が
可
能
と
な
り
そ
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
う
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る(85)

。
す
な
わ
ち
、
同
協
定
に
は
、「
自
然
災
害
又
は
同
等
な
効
果
を
も

つ
異
常
な
状
況
に
よ
っ
て
例
外
的
に
深
刻
な
経
済
的
及
び
社
会
的
困
難
に
直
面
し
て
い
る
」
A
C
P
諸
国
に
対
し
て
付
与
さ
れ
る

緊
急
援
助
（
第
二
〇
三
条
）
と
、「
緊
急
援
助
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
重
大
な
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
に
難
民
又
は
帰
還
民
を

受
け
入
れ
て
い
る
A
C
P
諸
国
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
な
人
々
の
自
立
及
び
統
合
又
は
再
統
合
の
た
め
の
長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及

び
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
た
め
」
の
援
助
（
第
二
〇
四
条
）
が
規
定
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
の
一
九
九
〇
年
に
は
、
第
四
次
ロ
メ
協
定(86)

が
結
ば
れ
た
が
、
同
協
定
で
は
先
の
第
三
次
ロ
メ
協
定
の
緊
急
援
助
と
難
民
支

援
は
引
き
継
が
れ
な
が
ら
も
、
多
少
変
化
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
五
五
条
一
項
は
第
三
次
ロ
メ
協
定
の
第
二
〇
四

条
を
引
き
継
い
で
い
る
が
、
二
項
と
し
て
、「
一
項
に
規
定
さ
れ
た
の
と
同
様
の
援
助
は
、
紛
争
又
は
自
然
災
害
の
結
果
と
し
て
自

宅
を
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
人
々
の
自
発
的
な
統
合
又
は
再
統
合
を
支
援
す
る
た
め
に
も
考
慮
さ
れ
う
る
。
本
条
の
実
施

の
た
め
に
は
、
関
係
住
民
の
希
望
お
よ
び
自
国
民
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
と
い
う
政
府
の
責
任
を
含
め
問
題
と
な
る
強
制
的
避
難
を

招
い
た
あ
ら
ゆ
る
要
因
を
考
慮
す
る
」
と
い
う
条
文
が
、
そ
し
て
三
項
に
は
、「
本
条
に
従
っ
て
与
え
ら
れ
る
援
助
が
も
つ
開
発

的
側
面
の
性
格
を
強
調
し
、
援
助
は
当
該
国
家
が
指
示
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
共
に
用
い
ら
れ
う
る
」
と
い
う
規
定
が
新
た
に
設
け

ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
難
民
や
帰
還
民
の
長
期
的
な
保
護
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
自
国
民
へ
の
配
慮
や
開
発
と
い
う
側
面
ま
で
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射
程
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
第
四
次
ロ
メ
協
定
第
二
五
五
条
の
た
め
に
は
、
第
七
次
欧
州
開
発
基
金
か
ら
支
出
が

行
わ
れ
、
一
九
九
一
年
か
ら
一
九
九
六
年
の
ア
フ
リ
カ
へ
の
援
助
の
累
積
額
は
六
四
〇
〇
万
E
C
U
超
、
第
二
五
四
条
関
連
の
支

出
が
一
億
八
一
〇
〇
万
E
C
U
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
額
は
、
同
時
期
の
S
T
A
B
E
X
（
輸
出
所
得
安
定
化
制
度
。
ロ
メ
協
定
に

よ
り
設
け
ら
れ
た
A
C
P
諸
国
の
主
と
し
て
熱
帯
農
産
物
の
輸
出
所
得
減
少
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
の
制
度
）
及
び
S
Y
S
M
I
N

（
鉱
産
物
制
度
。
第
二
次
ロ
メ
協
定
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
一
定
の
鉱
産
物
の
た
め
の
安
定
化
制
度
）
へ
の
支
出
が
合
わ
せ
て

一
四
億
四
五
〇
〇
万
E
C
U
、
構
造
調
整
援
助
と
し
て
の
支
出
が
一
〇
億
一
六
〇
〇
万
E
C
U
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
決

し
て
多
く
は
な
か
っ
た(87)

。

　

一
九
九
二
年
に
採
択
さ
れ
た
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
に
よ
っ
て
、
E
C
条
約
に
は
第
一
三
〇
u
条
な
い
し
第
一
三
〇
y
条

と
し
て
新
た
に
開
発
協
力
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
第
一
三
〇
w
条
に
基
づ
い
て
、
一
九
九
六
年
に
「
人
道
援
助

に
関
す
る
理
事
会
指
令
一
二
五
七
／
九
六(88)

」
が
採
択
さ
れ
、
一
九
九
二
年
に
は
E
C
人
道
事
務
所
（European C

om
m

unities 

H
um

anitarian O
ffice. 

以
下
、
E
C
H
O
）
も
設
け
ら
れ
た
。
現
在
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
お
け
る
E
C
H
O
の
活
動
は
大
湖
地
域
に
お

け
る
難
民
支
援
の
た
め
の
一
千
万
ユ
ー
ロ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
特
に
ブ
ル
ン
ジ
及
び
タ
ン
ザ
ニ
ア
北
西

部
に
お
け
る
難
民
の
帰
還
や
第
三
国
定
住
な
ど
に
、
二
〇
〇
二
年
以
降
累
積
で
六
千
万
ユ
ー
ロ
が
支
出
さ
れ
て
い
る(89)

。

　

ま
た
、
一
九
九
七
年
に
は
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
対
し
て
、「
難
民
に
影
響
を
受
け
た
地
域
の
た
め
の
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（Special 

Program
m

es for R
efugee A

ffected A
reas. 

以
下
、
S
P
R
A
A
）
と
し
て
総
額
二
二
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
が
第
七
次
欧
州
開
発
基
金

か
ら
支
出
さ
れ
、
輸
送
イ
ン
フ
ラ
、
環
境
、
行
政
及
び
社
会
経
済
イ
ン
フ
ラ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
管
理
、
と
い
う
点
で
の
活
動
が
支
援
さ

れ
た
。
S
P
R
A
A
は
、
大
湖
地
域
に
お
け
る
継
続
的
な
危
機
に
起
因
す
る
難
民
の
動
き
に
対
処
す
る
た
め
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
能

力
向
上
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
は
一
九
九
九
年
四
月
に
開
始
さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
八
月
に
終
了
し
た(90)

。
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2
）
地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は

　

そ
の
後
、
A
C
P
諸
国
と
の
間
に
は
二
〇
〇
〇
年
に
コ
ト
ノ
ー
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定(91)

が
結
ば
れ
た
。
同
協
定
は
A
C
P

諸
国
の
貧
困
の
減
少
と
絶
滅
、
持
続
可
能
な
発
展
と
世
界
経
済
へ
の
漸
進
的
な
統
合
を
目
的
と
し
た
包
括
的
な
協
定
で
あ
り
、
移
民

に
つ
い
て
の
規
定
も
設
け
ら
れ
た
が
（
第
一
三
条
）、
難
民
に
つ
い
て
の
規
定
は
な
い
。

　

し
か
し
、
現
在
は
、
E
U
は
第
三
国
の
難
民
問
題
に
対
し
て
以
前
よ
り
も
積
極
的
に
行
動
す
る
立
場
に
あ
る
。
そ
れ
は
、

一
九
九
二
年
に
採
択
さ
れ
た
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
に
よ
っ
て
庇
護
政
策
は
E
U
の
当
時
の
第
三
の
柱
で
あ
る「
司
法
・
内
務
協
力
」

の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
一
九
九
七
年
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
で
は
当
時
の
第
一
の
柱
で
あ
っ
た
E
C
条
約

の
第
四
編
と
し
て
「
査
証
、
庇
護
、
移
住
及
び
人
の
自
由
移
動
に
関
す
る
他
の
政
策
」
と
い
う
部
分
が
設
け
ら
れ
、
同
条
約
発
効
後

の
一
九
九
九
年
に
行
わ
れ
た
タ
ン
ペ
レ
欧
州
理
事
会
の
結
論(92)

で
は
E
U
共
通
庇
護
及
び
移
住
政
策
の
実
施
が
う
た
わ
れ
た
。
共
通

庇
護
政
策
に
は
E
U
構
成
国
間
に
お
け
る
庇
護
法
の
調
和
や
難
民
等
の
受
け
入
れ
の
負
担
や
責
任
の
分
担
と
い
う
対
内
的
側
面
と
、

E
U
構
成
国
以
外
の
国
と
の
間
で
の
問
題
を
扱
う
対
外
的
側
面
が
あ
る
が
、
後
者
に
お
け
る
活
動
と
し
て
委
員
会
が
強
調
し
て
い

る
の
が
、「
地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
あ
る
。

　

E
U
の
地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
試
験
的
に
開
始
さ
れ
た
、
第
三
国
の
難
民
保
護
対
応
力
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
そ
れ
は
、E
U
委
員
会
の
対
外
援
助
を
担
当
す
る
部
署
で
あ
る
欧
州
援
助
協
力
局（EuropeA

id. 

二
〇
〇
一
年
に
設
立
さ
れ
、
二
〇
一
一
年
に
は
欧
州
開
発
局
と
統
合
）
の
ア
エ
ネ
ア
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（A

EN
EA

S Program
m

e. 

二
〇
〇
四
年
〜
二
〇
〇
七
年
）や「
移
民
・
難
民
の
分
野
に
お
け
る
第
三
国
と
の
協
力
の
た
め
の
テ
ー
マ
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
二
〇
〇
八

年
〜
）
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
、
特
に
、
E
U
に
到
来
す
る
難
民
等
の
出
身
国
と
同
地
域
に
あ
る
国
や
途
中
の
経
由
国
の
保
護
対
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応
力
強
化
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
E
U
へ
向
か
う
難
民
等
の
出
身
地
域
の
国
と
し

て
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
経
由
国
と
し
て
西
部
新
独
立
諸
国
（
旧
ソ
連
の
西
部
か
ら
独
立
し
た
ベ
ラ
ル
ー
シ
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
モ
ル
ド
ヴ
ァ

の
こ
と
）
が
対
象
国
と
し
て
選
ば
れ
、
二
〇
〇
五
年
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま
っ
た
が
、
そ
の
後
、
二
〇
一
〇
年
に
は

エ
ジ
プ
ト
、
リ
ビ
ア
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
い
う
北
ア
フ
リ
カ
諸
国(93)

、
及
び
ケ
ニ
ア
、
ジ
プ
チ
、
イ
エ
メ
ン
と
い
う
ソ
マ
リ
ア
の
周
辺
国(94)

が
対
象
国
と
し
て
加
わ
っ
て
い
る
。

　

地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
E
U
に
向
か
お
う
と
す
る
難
民
等
を
、
上
記
の
よ
う
な
諸
国
で
よ
り
よ
く
保
護
で
き
る
よ
う
に
そ

れ
ら
の
国
の
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
E
U
側
か
ら
見
れ
ば
、
難
民
受
け
入
れ
の
負
担
及
び
責
任
を

第
三
国
に
分
担
さ
せ
る
た
め
に
考
え
ら
れ
た
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
一
九
九
九
年
以
降
、
難
民
の
受
け
入

れ
に
お
け
る
負
担
及
び
責
任
の
分
担
は
、
E
U
に
お
い
て
対
内
的
な
関
係
に
お
い
て
も
、
対
外
的
な
側
面
で
も
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
対
外
的
な
側
面
に
お
け
る
キ
ー
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
E
U
が
位
置
づ
け
て
い
る
の
が
地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
が
、
こ
の
方
法
は
当
初
か
ら
考
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
い
く
つ
か
の
議
論
の
帰
結
と
し
て
行
き
着

い
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
二
〇
〇
〇
年
に
委
員
会
は
「
共
通
庇
護
手
続
き
及
び
庇
護
を
付
与
さ
れ
た
人
の
た
め
の
連
合
全
域
で
有
効
な
均
一
の
地
位

に
向
け
て
」
と
い
う
通
知
を
出
し
た
が
、
そ
の
中
で
、
庇
護
希
望
者
が
人
身
取
引
の
被
害
者
と
な
っ
た
り
何
年
間
も
審
査
を
待
た
さ

れ
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、庇
護
へ
の
迅
速
な
ア
ク
セ
ス
の
方
法
と
し
て
「
出
身
地
域
に
お
け
る
庇
護
申
請
の
審
査
」
と
「
第

三
国
定
住
」
を
従
来
の
庇
護
手
続
き
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
言
及
し
た(95)

。
す
な
わ
ち
、
E
U
諸
国
入
国
以
前
に
域
外
で
行
わ
れ

る
難
民
審
査
を
取
り
入
れ
る
案
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
で
庇
護
と
同
様
に
欧
州
共
通
移
民
政
策
も
一
九
九
九
年
か
ら
始
動

し
た
の
で
あ
る
が
、
タ
ン
ペ
レ
理
事
会
で
は
、
移
民
の
流
れ
の
適
正
な
管
理
も
焦
点
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
た
め
の
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出
身
国
や
経
由
国
と
の
協
力
も
言
及
さ
れ
て
い
た(96)

。
そ
れ
を
受
け
て
、
二
〇
〇
三
年
、
当
時
E
U
諸
国
の
中
で
最
も
多
く
の
庇
護

申
請
を
受
け
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
が
提
案
し
た
の
は
、
難
民
等
の
出
身
地
域
の
国
に
す
べ
て
の
庇
護
申
請
を
審
査
す
る
「
地
域
保
護
エ

リ
ア
」
を
設
け
、
す
べ
て
の
庇
護
希
望
者
を
そ
こ
に
連
れ
戻
し
て
審
査
し
、
そ
こ
か
ら
一
定
の
人
々
に
は
欧
州
へ
第
三
国
定
住
の
道

を
用
意
す
る
と
い
う
過
激
な
案
で
あ
っ
た(97)

。

　

そ
れ
に
対
す
る
U
N
H
C
R
か
ら
の
対
案(98)

も
出
さ
れ
た
後
、
委
員
会
は
、
同
年
六
月
に
二
つ
の
通
知
を
出
し
、
そ
の
う
ち
の
「
よ

り
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
、
衡
平
で
、
管
理
さ
れ
た
庇
護
シ
ス
テ
ム
に
向
け
て
の
通
知(99)

」
の
中
で
、
庇
護
関
連
の
人
の
流
れ
を
よ
り
よ

く
管
理
す
る
た
め
の
三
つ
の
目
標
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
、
E
U
内
及
び
出
身
地
域
と
の
負
担
及
び
責
任
の
分
担
を
掲
げ
た
。
す

な
わ
ち
、
出
身
国
と
の
負
担
分
担
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
E
U
へ
の
庇
護
希
望
者
ら
が
通
過
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
国
を
第
一
次
庇

護
国
へ
と
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、
保
護
が
必
要
な
人
た
ち
に
、
彼
ら
の
出
身
国
に
で
き
る
だ
け
近
い
と
こ
ろ
で
か
つ
早
い
段
階
で
保

護
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
た
め
に
そ
れ
ら
第
三
国
の
保
護
対
応
力
の
強
化
や
制
度
の
構
築
を
含

め
た
長
期
的
な
投
資
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
三
年
の
テ
ッ
サ
ロ
ニ
キ
欧
州
理
事
会

の
要
請
を
受
け
て
委
員
会
は
、
二
〇
〇
四
年
に
「
国
際
的
な
保
護
が
必
要
な
人
の
E
U
へ
の
管
理
さ
れ
た
入
国
及
び
出
身
地
域
の

保
護
対
応
力
の
強
化
に
関
す
る
通
知
『
恒
久
的
解
決
へ
の
よ
り
よ
い
ア
ク
セ
ス(100)

』」
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
「
E
U
第
三
国
定
住
」

及
び
「
地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
導
入
を
提
案
し
た
の
で
あ
る
。
同
年
の
ハ
ー
グ
欧
州
理
事
会
に
お
い
て
委
員
会
の
提
案
は
承
認

さ
れ(101)

、
委
員
会
は
通
知
「
地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て(102)

」
を
発
表
し
た
。
同
通
知
で
、
地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
を
第
三

国
の
保
護
対
応
力
の
強
化
と
し
、
含
ま
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
受
け
入
れ
国
に
お
け
る
一
般
的
な
保
護
状
況
の
改
善
、
効
果

的
な
難
民
の
地
位
決
定
手
続
き
の
確
立
、
受
け
入
れ
状
況
の
改
善
に
よ
る
難
民
へ
の
直
接
の
利
益
付
与
、
受
け
入
れ
を
し
て
い
る
地

方
の
共
同
体
へ
の
利
益
付
与
、関
係
者
へ
の
訓
練
、登
録
、自
発
的
に
受
け
入
れ
る
E
U
諸
国
へ
の
第
三
国
定
住
を
あ
げ
、パ
イ
ロ
ッ
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ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
西
部
新
独
立
諸
国
及
び
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
行
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
庇
護
希
望
者
の
早
い
段
階
で
の
保
護
又
は
自
国
へ
の
送
還
、
移
民
の
流
れ
の
適
正

な
管
理
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
た
め
の
第
三
国
と
の
負
担
及
び
責
任
の
分
担
、
と
い
う
要
請
を
満
た
す
措
置
の
中
で
、
域
外
審
査
を
取

り
入
れ
る
案
と
は
異
な
り
E
U
の
従
来
の
領
域
内
で
の
保
護
義
務
と
両
立
す
る
も
の
と
し
て
最
終
的
に
選
択
さ
れ
た
方
法
と
い
う

こ
と
で
あ
る(103)

。

（
3
）
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
お
け
る
地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

タ
ン
ザ
ニ
ア
に
お
い
て
は
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
三
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る(104)

。

　

○1「
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
お
け
る
難
民
の
た
め
の
保
護
対
応
力
の
強
化
及
び
安
全
問
題
の
解
決
」総
額
予
算
約
一
九
五
万
ユ
ー
ロ
、

内
E
U
の
拠
出
分
約
一
五
六
万
ユ
ー
ロ
。
実
施
パ
ー
ト
ナ
ー
機
関
：
U
N
H
C
R
、
T
C
R
、
ラ
ジ
オK

w
izera

。
実
施
期
間

二
〇
〇
七
年
一
月
一
日
―
二
〇
〇
九
年
一
二
月
三
一
日
。

　

○2
「
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
お
け
る
保
護
対
応
力
の
強
化

―
地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
補
完
」

総
額
予
算
約
一
一
六
万
ユ
ー
ロ
、
内
E
U
拠
出
分
約
九
三
万
ユ
ー
ロ
、
実
施
パ
ー
ト
ナ
ー
U
N
H
C
R
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期

間
二
〇
〇
七
年
一
一
月
三
〇
日
―
二
〇
〇
九
年
一
一
月
三
〇
日
。

　

○3
「
地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
文
脈
に
お
け
る
大
湖
地
域
及
び
東
欧
に
お
け
る
U
N
H
C
R
の
活
動
の
支
援
」
総
額
予

算
約
二
九
九
万
ユ
ー
ロ
（
全
額
E
U
に
よ
る
拠
出
）。
実
施
統
括
主
体
U
N
H
C
R
。
実
施
期
間
二
〇
〇
九
年
四
月
一
日
―

二
〇
一
一
年
三
月
三
一
日
。



448法政論集　245号（2012）

論　　説
　

こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
内
容
は
以
下
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。

　

第
一
に
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
政
府
の
能
力
構
築
の
た
め
の
活
動
と
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
難
民
キ
ャ

ン
プ
並
び
に
受
け
入
れ
地
域
に
お
い
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
タ
ン
ザ
ニ
ア
人
公
務
員
（
警
察
官
を
含
む
）
を
対
象
と
し
た
難
民
保
護
訓

練
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
公
共
機
関
に
お
け
る
訓
練
能
力
の
開
発
。
大
量
流
入
の
状
況
で
到
着
し
た
難
民
及
び
庇
護
希
望
者
の
入
国
お
よ

び
保
護
に
お
け
る
国
境
管
理
に
あ
た
る
公
務
員
お
よ
び
法
執
行
公
務
員
の
た
め
の
能
力
構
築
。
通
訳
を
含
め
た
難
民
の
た
め
の
法
的

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
法
的
代
理
並
び
に
関
連
す
る
諸
サ
ー
ビ
ス
及
び
難
民
保
護
の
た
め
の
司
法
公
務
員
へ
の
訓
練
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
に

お
け
る
難
民
の
継
続
的
な
登
録
を
支
援
す
る
た
め
の
情
報
技
術
班
の
創
設
。

　

第
二
に
、
市
民
社
会
の
た
め
の
能
力
構
築
事
業
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
国
境
地
域
に
お
け
る
N
G
O
、

弁
護
士
、
裁
判
官
及
び
国
内
人
権
機
関
の
た
め
の
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
／
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
人
々
の
難
民
に
対
す
る
擁
護
や
人
々
の

彼
ら
の
権
利
に
対
す
る
認
識
を
促
進
さ
せ
る
た
め
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
市
民
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
展
。

　

第
三
に
、
恒
久
的
解
決
の
た
め
の
次
の
よ
う
な
活
動
が
あ
る
。
ラ
ジ
オ
及
び
他
の
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
用
い
て

客
観
的
で
信
頼
で
き
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
る
自
発
的
帰
還
の
促
進
。
第
三
国
定
住
を
必
要
と
す
る
コ
ン
ゴ
難
民
の
身
元
確

認
及
び
処
理
の
た
め
の
専
門
チ
ー
ム
の
形
成
。
農
林
業
に
お
け
る
実
践
的
知
識
の
普
及
及
び
地
域
へ
の
再
統
合
。
統
合
の
た
め
の
活

動
的
な
地
方
教
育
及
び
訓
練(105)

。

　

で
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
は
難
民
保
護
と
い
う
局
面
で
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
何
を
も
た
ら
し
た
か
で
あ
ろ
う
か
。
地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
関
す
る
評
価
報
告
書
は
正
式
に
ま
だ
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
が
入
手
し
た
非
公
式
の
資
料(106)

は
、
地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
高
く
評
価
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
個
々
の
事
業
の
実
績
と
評
価
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
以
下
は
、

H
endriks

が
関
係
者
へ
広
く
行
な
っ
た
聞
き
取
り
調
査
結
果
及
び
筆
者
自
身
の
U
N
H
C
R
で
の
聞
き
取
り
調
査
に
基
づ
い
て
説
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明
し
て
ゆ
く
。

　

ま
ず
、
第
一
に
、
地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
能
力
構
築
そ
れ
自
体
が
、
通
常
は
基
本
的
サ
ー
ビ
ス
や
基
本
的

ニ
ー
ズ
の
提
供
に
限
定
さ
れ
て
い
る
U
N
H
C
R
の
活
動
に
と
っ
て
、
新
規
な
も
の
で
あ
る
と
い
う(107)

。
詳
細
を
述
べ
る
と
、
次
の

よ
う
な
業
績
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
何
百
人
も
の
移
民
事
務
官
が
訓
練
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
難
民
の
地
位
決
定
手
続

き
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
、
同
様
に
、
何
百
人
も
の
警
察
官
や
地
方
の
警
察
事
務
官
が
訓
練
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
様
々
な
キ
ャ
ン
プ
の

安
全
状
況
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
U
N
H
C
R
は
地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
新
た
に
安
全
の
問
題
に

焦
点
を
あ
て
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
難
民
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
は
第
三
国
定
住
の
た
め
の
必
要
性
か
ら
前
進
し
た
。
市
民
社

会
と
い
う
点
で
は
、
N
G
O
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、
人
々
の
間
に
保
護
の
た
め
の
庇
護
政
策
に
対
し
て
よ
り
寛
容
で
よ
り

支
援
的
な
環
境
を
作
り
出
し
て
い
る
。
毎
年
九
〇
〇
人
に
法
的
援
助
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
帰
還
に
関
し
て
は
、

ラ
ジ
オK

w
izera

が
帰
還
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
難
民
の
出
身
国
の
信
頼
で
き
る
情
報
を
提
供
し
た
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
成
果
が

H
endriks

に
よ
り
報
告
さ
れ
て
い
る(108)

。
さ
ら
に
、
筆
者
が
U
N
H
C
R
職
員
か
ら
得
た
情
報
で
は
、
地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
難

民
の
教
育
分
野
で
大
い
に
役
立
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た(109)

。

（
4
）
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
お
け
る
地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
問
題
点

　

こ
の
よ
う
に
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
お
け
る
地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
難
民
保
護
に
お
い
て
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。

そ
れ
は
、
前
章
ま
で
で
見
た
よ
う
に
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
は
大
量
の
難
民
の
流
入
に
政
府
が
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
国
際

機
関
や
国
際
N
G
O
に
難
民
保
護
の
実
務
を
任
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、
現
行
法
で
整
え
ら
れ
た
難
民
行
政
シ
ス
テ
ム
も
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実
際
に
は
地
方
と
中
央
の
間
で
の
権
限
の
配
分
が
上
手
く
は
い
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
、
長
期
に
わ
た
っ
て
大
量
の
難
民
の
受
け
入

れ
は
し
て
い
て
も
難
民
保
護
の
た
め
の
行
政
能
力
は
あ
ま
り
構
築
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
背
景
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の

中
で
、
登
録
や
難
民
の
地
位
決
定
手
続
き
と
い
う
面
で
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
改
善
さ
れ
る
べ
き
余
地
は
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
重
要
な
要
素
と
し
て
第
三
国
定
住
が
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
恒
久
的
解
決
を
進
め
て
い

る
段
階
に
あ
る
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
と
っ
て
時
機
を
得
た
援
助
で
あ
っ
た
と
言
え
る(110)

。

　

そ
し
て
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
よ
う
な
難
民
の
出
身
地
域
の
国
の
保
護
対
応
力
が
地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
、
国
際

基
準
に
従
っ
た
保
護
手
続
き
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
庇
護
希
望
者
を
迫
害
の
危
険
性
が
あ
る
国
へ
追
い
返
し
た
り
国
境
を
閉
鎖

し
た
り
す
る
こ
と
が
な
く
な
れ
ば
、
欧
州
に
来
る
難
民
は
そ
の
分
減
少
す
る
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
欧
州
ま
で
や
っ
て
き
て
も
安
全

な
第
三
国
又
は
第
一
次
庇
護
国
を
通
っ
て
や
っ
て
き
た
も
の
と
し
て
、
欧
州
は
難
民
を
送
還
し
や
す
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
結
果
と
し

て
、
E
U
の
構
成
国
は
自
国
領
域
内
で
保
護
を
与
え
る
必
要
性
が
減
少
し
、
第
三
国
と
の
間
で
負
担
の
分
担
を
す
す
め
る
こ
と
が

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
う
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
長
期
的
に
見
て
こ
の
地
域
の
他
の
受
け
入
れ
諸
国
に
対
し
て
も
行
わ
れ
る
こ
と
が
、

必
ず
し
も
プ
ラ
ス
の
面
ば
か
り
と
は
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
考
え
ら
れ
る
。

ａ
．
負
担
の
分
担

　

一
つ
目
と
し
て
、
E
U
が
追
求
し
て
い
る
負
担
又
は
責
任
の
分
担
と
い
う
の
は
、
釣
り
合
い
の
と
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
第
三
国
が
、
公
正
で
効
果
的
な
難
民
の
地
位
決
定
手
続
き
又
は
一
時
的
な
保
護
の
た
め
の
能
力
を
向
上
さ
せ
た
と

し
て
も
、
そ
れ
ら
の
国
が
長
期
に
わ
た
っ
て
難
民
を
受
け
入
れ
保
護
を
す
る
の
に
十
分
な
ほ
ど
の
対
応
力
を
も
っ
て
い
る
か
ど
う
か
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は
ま
た
別
の
問
題
で
あ
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
は
「
地
域
保
護
エ
リ
ア
」
を
提
唱
し
た
際
、
E
U
諸
国
で
の
難
民
保
護
の
費
用
は
よ
り
高
価
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め

に
「
欧
州
に
や
っ
て
来
た
庇
護
希
望
者
は
年
間
一
万
ド
ル
を
超
す
支
援
及
び
法
的
費
用
を
受
け
て
い
る
の
に
対
し
て
、
U
N
H
C
R

は
世
界
中
の
難
民
又
は
他
の
『
関
心
の
下
に
あ
る
人
』
に
対
し
て
一
人
当
た
り
平
均
五
〇
ド
ル
し
か
使
っ
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
い

た(111)

。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
数
字
は
、
E
U
諸
国
と
難
民
を
受
け
入
れ
て
い
る
多
く
の
途
上
国
と
の
間
の
経
済
力
の
格
差
を
示
す

も
の
で
も
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
よ
う
に
、
難
民
が
受
け
入
れ
国
に
と
っ
て
労
働
力
と
し
て
活
用
で
き
る
財
産
と

な
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
現
在
の
多
く
の
途
上
国
が
お
か
れ
て
い
る
経
済
的
な
窮
状
を
考
え
れ
ば
、
多
く
の
国
に
と
っ
て
は
保
護
す

べ
き
人
が
増
え
る
の
は
負
担
で
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
経
済
的
な
格
差
を
考
慮
に
入
れ
な
い
負
担
の
分
担
の
議
論
は
、

実
際
は
負
担
の
転
嫁
に
他
な
ら
な
い
。

　

こ
こ
で
、G

orm
an

が
、
I
C
A
R
A
Ⅱ
に
関
す
る
著
作
の
中
で
負
担
に
関
し
て
述
べ
た
と
こ
ろ
を
見
て
お
こ
う
。
彼
は
、
何
に

対
す
る
負
担
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
二
つ
の
側
面
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
受
入
れ
国
の
経
済
的
及
び
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
へ

の
負
担
、
も
う
一
つ
は
最
も
深
刻
に
難
民
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
人
々
へ
の
負
担
で
あ
り
、
I
C
A
R
A
Ⅱ
は
前
者
に
力
点
を
お

く
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う(112)

。
会
議
に
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
要
求
を
提
出
す
る
た
め
に
、
負
担
が
ど
の
く
ら
い
で
あ
る
の
か
を
デ
ー
タ
に

基
づ
い
て
適
切
に
評
価
す
る
と
い
う
の
は
困
難
な
問
題
で
あ
っ
た
が
、
負
担
の
基
本
的
な
概
要
を
理
解
す
る
の
は
困
難
な
こ
と
で
は

な
い
と
彼
は
述
べ
る
。
そ
れ
は
、第
一
に
、ア
フ
リ
カ
諸
国
に
お
け
る
難
民
及
び
帰
還
民
の
数
の
多
さ
か
ら
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

当
時
は
、
ソ
マ
リ
ア
（
七
〇
万
人
）、
ス
ー
ダ
ン
（
六
六
万
五
千
人
）、
ザ
イ
ー
ル
（
三
〇
万
四
千
人
）、
エ
チ
オ
ピ
ア
（
二
二
万
人
）、

タ
ン
ザ
ニ
ア
（
一
六
万
人
）
な
ど
多
く
の
国
が
多
大
な
人
々
を
受
け
入
れ
て
い
た
。
第
二
に
、
そ
れ
を
自
国
民
と
の
人
口
比
で
考
え

る
と
数
的
な
負
担
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
例
え
ば
当
時
の
ソ
マ
リ
ア
で
は
一
〇
人
に
一
人
が
難
民
で
あ
っ
た
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と
い
う
。
第
三
に
、
ア
フ
リ
カ
の
国
の
大
部
分
が
貧
し
く
、
難
民
と
分
か
ち
合
う
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
第

四
に
は
、
そ
の
よ
う
な
貧
し
い
国
が
、
ま
す
ま
す
貧
し
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
国
際
的
な
援
助
に
よ
っ
て
難

民
に
対
す
る
物
質
的
供
給
は
ま
か
な
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
受
入
れ
国
は
少
な
く
と
も
難
民
に
対
し
て
行
政
的
な
支
援
を
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
し
、仕
事
、健
康
、教
育
と
い
っ
た
点
で
自
国
民
と
競
合
す
る
側
面
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、

一
般
的
に
難
民
の
受
け
入
れ
に
と
も
な
う
か
な
り
の
負
担
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
の
で
あ
る(113)

。

　

他
方
で
、G

orm
an

の
整
理
に
よ
る
二
つ
目
の
負
担
、
す
な
わ
ち
、
難
民
受
け
入
れ
地
域
の
住
民
に
対
す
る
負
担
、
と
い
う
側
面

も
反
難
民
感
情
を
生
み
出
さ
な
い
た
め
に
は
非
常
に
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
は
、
難
民
受
け
入
れ
の
負
の
影
響
を

緩
和
す
る
た
め
に
、
第
一
章
で
見
た
よ
う
に
、
一
九
九
〇
年
代
の
終
わ
り
に
S
P
R
A
A
が
E
U
の
援
助
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
輸

送
イ
ン
フ
ラ
、
環
境
、
行
政
及
び
社
会
経
済
イ
ン
フ
ラ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
管
理
、
と
い
う
点
で
の
活
動
が
支
援
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ

は
「
短
命
で
あ
っ
た(114)

」。
途
上
国
に
と
っ
て
の
難
民
の
受
け
入
れ
の
負
担
の
大
き
さ
を
考
え
る
な
ら
ば
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
行
わ
れ
た

S
P
R
A
A
の
よ
う
な
支
援
が
、
一
時
的
で
は
な
く
永
続
的
に
供
与
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
委
員
会

が
二
〇
〇
五
年
の
通
知
に
お
い
て
、
難
民
を
受
け
入
れ
て
い
る
地
方
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
利
益
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
地
域
保

護
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
の
事
業
と
し
て
あ
げ
て
い
た(115)

こ
と
に
留
意
し
た
い
。
ま
た
、Gorm

an

が
述
べ
る
一
つ
目
の
負
担
、す
な
わ
ち
、

受
け
入
れ
国
全
体
の
経
済
的
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
へ
の
圧
力
の
軽
減
の
た
め
の
措
置
も
通
常
の
経
済
的
援
助
と
は
別
に
追
加
的
に
考
え

ら
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ｂ
．
保
護
の
レ
ベ
ル

　

さ
ら
に
、
上
述
の
E
U
と
第
三
国
と
の
経
済
力
の
差
が
、
難
民
が
受
け
る
で
あ
ろ
う
保
護
の
レ
ベ
ル
の
差
を
生
む
と
い
う
問
題
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が
あ
る
。
そ
れ
は
、難
民
の
保
護
は
、受
け
入
れ
国
の
一
般
的
な
生
活
水
準
及
び
権
利
水
準
を
反
映
し
て
与
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

G
am

m
eltoft-H

ansen

は
そ
れ
を
、「
倹
約
的
な
権
利
」、「
軽
い
保
護
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る(116)

。
ま
た
、
一
般
的

な
生
活
水
準
の
問
題
と
は
別
に
、
第
二
章
で
み
た
よ
う
に
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
難
民
法
は
難
民
条
約
が
要
求
し
て
い
る
待
遇
の
多
く
を

難
民
に
与
え
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
ノ
ン
・
ル
フ
ー
ル
マ
ン
に
関
し
て
も
保
護
さ
れ
る
べ
き
事
由
が
難
民
条
約
の
規
定
よ
り
も
制
限

的
で
あ
る
。

　

現
状
の
国
際
難
民
法
に
お
い
て
は
、
難
民
は
ル
フ
ー
ル
マ
ン
か
ら
保
護
さ
れ
る
権
利
の
み
が
保
障
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
よ
い
条
件

の
保
護
を
求
め
て
保
護
さ
れ
る
国
を
選
ぶ
権
利
ま
で
は
保
障
さ
れ
て
は
い
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
誰
も
自
国
に
お
け
る
迫
害
の
恐
れ

や
拷
問
等
の
可
能
性
以
外
の
事
由
で
、自
国
以
外
の
国
に
保
護
さ
れ
る
権
利
を
も
た
な
い
こ
と
か
ら
も
導
か
れ
る
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、

こ
の
場
合
ノ
ン
・
ル
フ
ー
ル
マ
ン
か
ら
の
保
護
が
制
限
的
で
あ
る
こ
と
以
外
は
、
違
法
性
の
問
題
は
生
ま
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
な

が
ら
、
道
徳
的
、
人
道
的
な
観
点
か
ら
は
、
E
U
が
自
国
で
受
け
入
れ
る
可
能
性
の
あ
っ
た
潜
在
的
難
民
に
対
し
て
、
よ
り
低
い

レ
ベ
ル
で
の
保
護
を
押
し
付
け
て
い
る
と
い
う
批
判
は
生
じ
る
し
、
現
実
問
題
と
し
て
も
よ
り
良
い
保
護
を
求
め
て
の
人
の
二
次
的

な
移
動
を
完
全
に
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
を
E
U
は
十
分
に
認
識
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
委

員
会
は
あ
る
文
書
で
、
西
部
新
独
立
諸
国
に
お
け
る
地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
は
、「
責
任
を
有
す
る
当
局
及
び
市
民
社
会
の

能
力
を
、
三
カ
国
に
お
け
る
公
正
で
効
率
的
な
庇
護
制
度
の
発
展
を
目
指
し
て
、
国
際
的
及
び
欧
州
基
準
に
従
っ
て
、
さ
ら
に
強
化

す
る
」
こ
と
と
述
べ
て
い
る(117)

。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
は
、
ま
た
別
の
問
題
を
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
一
般
的
な
社
会

状
況
が
E
U
構
成
国
と
は
異
な
る
地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
対
象
国
に
、
庇
護
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
E
U
レ
ベ
ル
の
保
護
を
期
待

す
る
こ
と
は
正
当
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　

西
部
新
独
立
諸
国
は
難
民
条
約
の
加
盟
国
で
も
あ
る
の
で
、
国
際
基
準
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の
は
問
題
な
い
と
思
う
が
、
欧
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州
基
準
を
引
き
合
い
に
出
す
の
は
正
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
国
家
は
、
自
国
が
加
入
し
て
い
る
国
際
条
約
又
は
慣
習
国

際
法
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
最
低
基
準
を
遵
守
し
て
い
れ
ば
国
際
義
務
を
果
た
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
他
方
で
、

現
在
の
E
U
法
に
よ
る
保
護
は
国
際
水
準
を
超
え
る
点
が
い
く
つ
か
あ
る
。
例
え
ば
、
E
U
法
の
下
で
は
難
民
と
し
て
の
保
護
以

外
に
も
、
補
完
的
な
保
護
を
一
定
の
条
件
を
満
た
す
人
た
ち
に
は
与
え
る
こ
と
が
義
務
と
し
て
求
め
ら
れ
て
お
り
、
両
者
に
与
え
ら

れ
る
保
護
の
内
容
は
ほ
ぼ
同
様
な
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る(118)

。
地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
対
象
国
は
、
こ
れ
ら
の
基
準
に
拘
束
さ
れ
る

理
由
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
前
述
の
委
員
会
の
言
及
は
ア
フ
リ
カ
で
は
な
く
E
U
に
隣
接
す
る
西
部
新
独
立
諸
国
に
限
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
、
そ
の
隣
接
性
に
も
関
わ
ら
ず
保
護
レ
ベ
ル
に
お
け
る
大
き
な
差
の
存
在
が
、
庇
護
希
望
者
へ
与
え
る
影
響
の
大
き
さ

を
無
視
で
き
な
い
こ
と
が
要
因
で
あ
る
だ
ろ
う
。

ｃ
．
第
三
国
定
住
の
運
用
へ
の
懸
念

　

も
う
一
つ
、
第
三
国
定
住
と
結
び
つ
い
た
地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
伝
統
的
な
E
U
領
域
内
で
の
保
護
に
取
っ
て
代
わ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
U
N
H
C
R
や
N
G
O
は
、
第
三
国
定
住
は
補
完
的
又
は
追
加
的
に
用
い
ら

れ
る
べ
き
で
、
代
替
的
に
使
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
主
張
し(119)

、
そ
の
よ
う
な
声
に
対
し
て
委
員
会
は
、
第
三
国
定
住
は
「
補

完
的
で
あ
り
、
公
正
な
手
続
き
で
庇
護
を
決
定
し
国
際
法
に
従
っ
て
自
国
領
域
内
で
保
護
を
与
え
る
構
成
国
の
義
務
に
影
響
を
与
え

な
い
」
と
述
べ
て
い
た(120)

。

　

委
員
会
は
二
〇
〇
九
年
に
E
U
合
同
第
三
国
定
住
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案
し
た
が(121)

、
そ
れ
以
前
か
ら
E
U
は
構
成
国
の
行
う
第
三

国
定
住
に
対
し
て
関
与
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
第
三
国
定
住
は
二
〇
〇
八
年
か
ら
欧
州
難
民
基
金
が
対
象
と
す
る
活
動
と
な
っ
て

お
り(122)

、
構
成
国
が
次
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
人
を
受
け
入
れ
た
場
合
は
一
人
に
つ
き
四
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
が
配
分
さ
れ
る
と
し
て
、
⒜



タンザニアにおける難民受け入れと負担の分担（中坂）

455

地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
指
定
さ
れ
た
国
又
は
地
域
か
ら
来
た
人
、
⒝
随
伴
者
の
い
な
い
未
成
年
、
⒞
と
く
に
精
神
的
、
身

体
的
又
は
性
的
な
暴
力
又
は
搾
取
に
よ
り
、
危
険
な
状
態
に
あ
る
子
ど
も
及
び
女
性
、
⒟
第
三
国
定
住
に
よ
っ
て
の
み
治
療
す
る
こ

と
が
可
能
な
重
大
な
医
療
ニ
ー
ズ
を
有
す
る
人
、
の
四
種
類
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る(123)

。
つ
ま
り
、
現
在
こ
れ
ら
の
人
は
第
三
国
定
住
対

象
者
と
し
て
優
先
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
E
U
の
提
案
で
は
、
新
た
な
合
同
第
三
国
定
住
ス
キ
ー
ム
の
下
で
は
、

基
金
の
対
象
と
な
る
人
は
再
考
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

第
三
国
定
住
に
関
し
て
懸
念
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
移
民
の
選
択
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
は
し
な
い
か
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
三
国
定
住
は
現
在
保
護
さ
れ
て
い
る
国
で
は
十
分
な
保
護
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
人
、
例
え
ば
、
前
述
の

欧
州
難
民
基
金
の
示
す
基
準
の
う
ち
⒝
、
⒞
、
⒟
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
よ
う
な
人
に
対
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、

地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
対
象
国
か
ら
の
第
三
国
定
住
の
場
合
に
も
そ
の
こ
と
が
考
慮
さ
れ
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
N
G
O (124)

や

U
N
H
C
R (125)

か
ら
は
第
三
国
定
住
の
た
め
の
選
択
が
脆
弱
性
で
は
な
く
統
合
可
能
性
の
基
準
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
の
懸
念
も
出
さ
れ
て
い
た
。

　

二
〇
一
一
年
三
月
現
在
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
お
け
る
第
三
国
定
住
は
、
キ
ャ
ン
プ
の
中
で
差
別
さ
れ
た
り
嫌
が
ら
せ
を
さ
れ
た
り
し
て

い
る
人
た
ち
を
対
象
に
行
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る(126)

。
今
後
E
U
の
第
三
国
定
住
が
、
負
担
の
分
担
の
た
め
の
有
効
な
措

置
と
な
る
の
か
、
そ
れ
と
も
移
民
選
択
の
手
段
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
か
、
注
視
が
必
要
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

　

以
上
、
難
民
受
け
入
れ
に
関
す
る
負
担
の
分
担
の
問
題
を
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
を
軸
と
し
て
検
討
し
て
き
た
。
難
民
は
負
担
と
も
資
産

と
も
な
り
う
る
と
は
い
う
も
の
の
、
先
進
国
も
途
上
国
も
自
国
民
の
中
で
も
失
業
者
が
少
な
く
な
い
経
済
的
社
会
的
状
況
に
お
い
て

は
、
多
く
の
人
を
他
国
か
ら
受
け
入
れ
る
こ
と
自
体
、
ど
の
国
に
お
い
て
も
行
政
的
、
財
政
的
、
心
理
的
な
負
担
と
な
る
側
面
は
否

定
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
よ
っ
て
よ
り
重
圧
を
受
け
て
い
る
立
場
に
あ
る
途
上
国
の
方
が
負
担
は
よ
り

大
き
い
と
考
え
る
の
は
自
然
で
あ
る
。

　

緊
急
援
助
に
は
対
応
し
て
も
そ
の
後
の
継
続
的
な
支
援
に
は
消
極
的
な
の
が
先
進
国
ド
ナ
ー
の
一
般
的
な
態
度
で
あ
っ
た
。

一
九
九
〇
年
代
に
な
り
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
量
の
難
民
の
流
入
に
見
舞
わ
れ
て
、
国
際
社
会
へ
負
担
の
分
担
を
強
く
主
張
し
た
タ
ン

ザ
ニ
ア
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
制
約
的
な
難
民
法
と
難
民
政
策
を
発
表
し
、
難
民
問
題
の
恒
久
的
解
決
に
む
け
て
帰
還
を
中
心
と
し

た
策
を
敢
然
と
し
て
進
め
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
出
身
国
に
難
民
を
閉
じ
込
め
て
お
く
考
え
さ
え
打
ち
出
し
た
。

　

他
方
で
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
か
ら
見
れ
ば
、
負
担
を
分
担
し
て
も
ら
い
た
い
相
手
で
あ
る
E
U
諸
国
も
、
自
分
た
ち
の
受
け
入
れ
負

担
を
他
国
に
分
担
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
、
域
内
で
の
保
護
の
義
務
と
両
立
す
る
も
の
と
し
て
、
地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ

て
第
三
国
の
保
護
対
応
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
、
負
担
の
分
担
の
た
め
の
方
法
と
し
て
選
ん
だ
。
そ
の
対
象
国
と
し
て
選
ば
れ
た

タ
ン
ザ
ニ
ア
は
、
長
期
の
難
民
受
け
入
れ
の
歴
史
に
も
関
わ
ら
ず
難
民
行
政
が
脆
弱
で
あ
っ
た
の
で
、
E
U
の
地
域
保
護
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
よ
っ
て
難
民
保
護
対
応
力
が
改
善
し
た
点
も
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
お
い
て
地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
肯

定
的
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
評
価
で
き
る
の
は
、
同
国
が
今
ま
さ
に
、
難
民
問
題
の
恒
久
的
な
解
決
に
向
け
た
動
き
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
特
に
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
帰
還
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
支
援
に
か
か
る
コ
ス
ト
は
期
間
限
定
的
で
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あ
る
。
統
合
に
つ
い
て
も
帰
化
と
い
う
手
段
は
、
実
施
後
は
難
民
と
し
て
の
特
殊
な
地
位
に
関
し
て
の
問
題
は
な
く
な
る
。
E
U

が
分
担
を
求
め
る
人
の
受
け
入
れ
と
い
う
意
味
で
の
負
担
を
、
現
段
階
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
は
実
際
は
そ
れ
ほ
ど
負
う
必
要
も
な
か
っ
た

と
い
え
る
。

　

他
方
、冒
頭
で
示
し
た
よ
う
に
、現
在
隣
国
の
ケ
ニ
ア
は
か
つ
て
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
よ
う
に
多
大
な
数
の
難
民
の
流
入
に
直
面
し
、

キ
ャ
ン
プ
を
拡
張
し
と
り
あ
え
ず
の
保
護
を
与
え
る
の
に
精
一
杯
な
状
況
で
あ
る
。
そ
の
ケ
ニ
ア
に
対
し
て
、
E
U
は
緊
急
援
助

に
加
え
地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
保
護
対
応
力
の
向
上
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
効
果
が
見

ら
れ
た
よ
う
な
登
録
や
キ
ャ
ン
プ
の
治
安
改
善
と
い
う
点
で
能
力
の
向
上
に
貢
献
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
が
、
全
体
的
な
結
果
と
し
て

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
帰
還
の
め
ど
が
立
た
な
い
難
民
た
ち
の
受
け
入
れ
負
担
を
ケ
ニ
ア
に
押
し
付
け
る
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
は

し
な
い
か
。
E
U
諸
国
に
よ
る
第
三
国
定
住
を
活
用
し
て
の
適
切
な
人
の
受
け
入
れ
、
難
民
受
け
入
れ
に
伴
う
追
加
的
コ
ス
ト
に

対
し
て
の
長
期
的
支
援
が
な
け
れ
ば
、
適
切
な
負
担
の
分
担
で
は
な
く
負
担
の
転
嫁
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
負
担

を
転
嫁
さ
れ
た
ケ
ニ
ア
は
制
約
的
な
政
策
を
取
り
始
め
る
か
も
し
れ
な
い
。
地
域
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
先
に
見
た
よ
う
な
懸
念
が
あ

り
、
そ
れ
の
み
で
は
E
U
が
途
上
国
に
難
民
受
け
入
れ
の
負
担
を
分
担
さ
せ
る
た
め
の
道
具
と
し
て
は
非
常
に
不
十
分
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
ケ
ニ
ア
と
タ
ン
ザ
ニ
ア
間
で
の
負
担
の
分
担
と
い
う
側
面
を
少
し
だ
け
言
及
し
て
お
き
た
い
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
現

在
タ
ン
ザ
ニ
ア
は
安
全
な
第
三
国
か
ら
来
る
難
民
は
受
け
入
れ
な
い
こ
と
を
難
民
法
に
よ
り
定
め
て
い
る
の
で
、
ケ
ニ
ア
の
人
の

受
け
入
れ
負
担
は
益
々
重
く
な
る
。
し
か
し
、
ケ
ニ
ア
と
タ
ン
ザ
ニ
ア
は
、
東
ア
フ
リ
カ
共
同
体
（East A

frican C
om

m
unity. 

以

下
、
E
A
C
）
の
一
員
と
し
て
、
将
来
的
に
は
難
民
問
題
に
お
い
て
協
調
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
る
。
E
A
C

と
は
、
一
九
九
九
年
に
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ケ
ニ
ア
、
ウ
ガ
ン
ダ
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
E
A
C
設
立
条
約(127)

に
よ
り
二
〇
〇
一
年
に
発

足
し
、
二
〇
〇
五
に
関
税
同
盟
、
二
〇
一
〇
年
に
共
同
市
場
と
な
り
、
二
〇
〇
九
年
に
は
ル
ワ
ン
ダ
と
ブ
ル
ン
ジ
が
加
盟
し
、
現
在
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は
独
立
し
た
ば
か
り
の
南
ス
ー
ダ
ン
も
参
加
希
望
を
表
明
し
て
い
る
地
域
経
済
統
合
機
構
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
終
的
な
目

標
は
E
U
の
よ
う
に
政
治
連
合
で
あ
り
、
E
A
C
設
立
条
約
は
第
二
三
章
と
し
て
「
政
治
問
題
に
お
け
る
協
力
」
に
関
す
る
諸
規

定
を
も
つ
。
そ
の
第
一
二
四
条
は
「
地
域
的
平
和
及
び
安
全
保
障
」
の
た
め
の
条
項
で
あ
る
が
、
四
項
は
「
パ
ー
ト
ナ
ー
諸
国
は
難

民
管
理
の
た
め
の
共
通
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
確
立
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
」
と
述
べ
、
五
項
が
示
す
安
全
を
維
持
し
促
進
さ
せ
る
た
め
に

取
る
べ
き
措
置
と
し
て
の
八
項
目
の
中
に
は
、「
難
民
管
理
の
た
め
の
共
通
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
確
立
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

E
A
C
は
二
〇
一
二
年
二
月
現
在
は
ま
だ
共
同
市
場
の
構
築
中
で
あ
り
、
政
治
連
合
、
そ
の
第
一
歩
で
あ
る
共
通
外
交
安
全
保
障

政
策
に
着
手
す
る
の
は
ま
だ
先
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
こ
ま
で
行
き
着
く
以
前
に
も
、
難
民
問
題
の
一
定
の
部
分
は
共
同

市
場
の
下
で
両
国
に
共
通
の
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、E
A
C
設
立
条
約
第
一
〇
四
条
、そ
し
て
、二
〇
一
〇
年
に
発
効
し
た
「
共

同
市
場
議
定
書(128)

」
で
は
、
人
の
自
由
移
動
に
関
す
る
措
置
が
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
第
三
国
国
民
に
対
し
て
も
自
由
移
動
は
認
め

ら
れ
る
の
か
、
難
民
に
も
認
め
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
議
論
が
生
じ
て
く
る
の
は
、
E
A
C
が
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
E
U
の
歩
ん

だ
道
を
み
れ
ば
容
易
に
予
測
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

＊
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
た
。
ダ
ル
・
エ
ス
・
サ
ラ
ー
ム
大
学
法
学
部
国
際
移
住
マ
ネ
ッ
ジ

メ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ムJuliana M

asabo

氏
、
U
N
H
C
R
ダ
ル
・
エ
ス
・
サ
ラ
ー
ム
事
務
所Jerom

e Seregni

氏
、Sandrine 

D
esam

ours

氏
、R

on M
ponda

氏
、W

illiam
 N

geze

氏
、A

m
brose Pais

氏
、A

njela G
uzova

氏
、
在
タ
ン
ザ
ニ
ア
日
本
大
使

館
中
川
坦
大
使
（
二
〇
一
一
年
三
月
当
時
）、
ジ
ョ
モ
・
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
大
学V

incent O
. O

nyw
era

氏
、A

llan N
. M

w
angi

氏
、
ケ

ニ
ア
移
民
・
登
録
省
難
民
局Edw

in K
. N

getich

氏
、
J
I
C
A
ナ
イ
ロ
ビ
事
務
所
堀
本
隆
保
氏
、
J
E
T
R
O
ナ
イ
ロ
ビ
事
務

所
長
峰
裕
樹
氏
、
在
ケ
ニ
ア
日
本
大
使
館
酒
井
美
保
子
氏
、
広
島
大
学
国
際
部
奥
田
久
春
氏
。
ま
た
、
現
地
調
査
に
は
、
財
団
法
人
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旭
硝
子
財
団
・
研
究
奨
励
「
E
U
に
お
け
る
難
民
等
受
け
入
れ
に
つ
い
て
の
負
担
お
よ
び
責
任
の
分
担
に
関
す
る
対
外
的
側
面
」（
研

究
代
表
者
、
平
成
二
一
―
二
二
年
度
）
及
び
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
C
）「
E
U
の
共
通
庇
護
政
策
に
お
け
る
難
民
等

出
身
国
お
よ
び
経
由
国
と
の
協
力
に
関
す
る
研
究
」（
研
究
代
表
者
、平
成
二
一
―
二
三
年
度
）
か
ら
の
援
助
を
得
た
。
以
上
の
方
々

及
び
団
体
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
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